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平
成
二
十
年

三
月
三
十
一
日

(

月
曜
日)

号
外
第
三
十
一
号

馬
淵
川
流
域
ふ
る
さ

名

称

一

森
林

区

域

と
の
森
と
川
と
海
保

全
地
域

１

三
戸
郡
田
子
町
大
字
遠
瀬
字
遠
瀬
深
山
国
有
林
五
〇
一
林
班
、

五
〇
二
林
班
の
内
、
五
〇
三
林
班
の
内
、
五
〇
四
林
班
、
五
〇

五
林
班
、
五
〇
六
林
班
、
五
〇
七
林
班
の
内
、
五
〇
八
林
班
、

五
〇
九
林
班
、
五
一
〇
林
班
の
内
、
五
一
一
林
班
の
内
、
五
一

二
林
班
、
五
一
三
林
班
、
五
一
四
林
班
、
五
一
五
林
班
の
内
、

五
一
六
林
班
、
五
一
七
林
班
、
五
一
八
林
班
の
内
、
五
一
九
林

班
の
内
、
五
二
〇
林
班
及
び
五
二
一
林
班
の
内

２

三
戸
郡
田
子
町
大
字
関
及
び
同
町
大
字
山
口
字
南
来
満
山
国

有
林
五
二
二
林
班
の
内
、
五
二
三
林
班
の
内
、
五
二
四
林
班
、

五
二
五
林
班
、
五
二
六
林
班
の
内
、
五
二
七
林
班
、
五
二
八
林

班
の
内
、
五
二
九
林
班
の
内
、
五
三
〇
林
班
、
五
三
一
林
班
の

内
、
五
三
二
林
班
、
五
三
三
林
班
、
五
三
四
林
班
、
五
三
五
林

班
、
五
三
六
林
班
、
五
三
九
林
班
の
内
、
五
四
〇
林
班
、
五
四

一
林
班
、
五
四
二
林
班
及
び
五
四
三
林
班

３

三
戸
郡
田
子
町
大
字
関
及
び
同
町
大
字
夏
坂
字
北
来
満
山
国

有
林
五
三
七
林
班
、
五
三
八
林
班
、
五
四
四
林
班
、
五
四
五
林

班
の
内
、
五
四
六
林
班
、
五
四
七
林
班
、
五
四
八
林
班
の
内
、

五
四
九
林
班
、
五
五
〇
林
班
の
内
、
五
五
一
林
班
、
五
五
二
林

班
、
五
五
三
林
班
、
五
五
四
林
班
、
五
五
五
林
班
及
び
五
五
六

林
班

４

三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
及
び
同
町
大
字
相
米
字
小
国
深
山

国
有
林
五
六
四
林
班
の
内
、
五
六
五
林
班
、
五
六
六
林
班
の
内
、

五
六
七
林
班
、
五
六
八
林
班
、
五
六
九
林
班
の
内
、
五
七
〇
林

班
及
び
五
七
一
林
班
の
内

５

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
貝
守
深
山
国
有
林
五
八
七
林
班

の
内
、
五
八
八
林
班
、
五
八
九
林
班
及
び
五
九
〇
林
班
の
内

６

三
戸
郡
三
戸
町
民
有
林
一
〇
四
林
班
の
内
、
一
〇
五
林
班
、

一
〇
六
林
班
の
内
、
一
〇
七
林
班
、
一
〇
八
林
班
、
一
〇
九
林

班
、
一
一
〇
林
班
の
内
、
一
一
一
林
班
の
内
、
一
一
二
林
班
の

内
、
一
一
三
林
班
、
一
六
二
林
班
の
内
、
一
六
三
林
班
の
内
、

一
六
四
林
班
の
内
、
一
六
五
林
班
の
内
、
一
六
六
林
班
の
内
、

一
六
七
林
班
の
内
、
一
六
八
林
班
の
内
、
一
六
九
林
班
の
内
、
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一
七
〇
林
班
の
内
、
一
七
八
林
班
の
内
、
一
七
九
林
班
の
内
、

一
八
二
林
班
の
内
、
一
八
三
林
班
の
内
、
一
八
四
林
班
の
内
、

一
八
五
の
一
林
班
の
内
、
一
八
六
林
班
の
内
、
一
八
七
林
班
の

内
及
び
一
九
〇
林
班
の
内

７

三
戸
郡
五
戸
町
民
有
林
九
七
林
班
の
内
、
九
八
林
班
の
内
、

九
九
林
班
、
一
〇
〇
林
班
の
内
、
一
〇
二
林
班
の
内
、
一
〇
三

林
班
の
内
、
一
〇
四
林
班
の
内
、
一
〇
五
林
班
の
内
及
び
一
〇

六
の
二
林
班

８

三
戸
郡
田
子
町
民
有
林
一
四
林
班
、
一
五
林
班
の
内
、
一
六

林
班
、
一
七
林
班
の
内
、
一
八
林
班
、
一
九
林
班
の
内
、
二
〇

林
班
の
内
、
二
一
林
班
の
内
、
二
二
林
班
の
内
、
二
四
林
班
の

内
、
二
六
林
班
の
内
、
四
七
林
班
の
内
、
四
八
林
班
、
四
九
林

班
、
五
〇
林
班
、
五
一
林
班
、
五
二
林
班
、
五
三
林
班
、
五
四

林
班
の
内
、
一
〇
一
の
二
林
班
の
内
、
一
〇
三
林
班
の
内
、
一

〇
五
林
班
及
び
一
〇
六
林
班

９

三
戸
郡
南
部
町

(

旧
名
川
町)

民
有
林
三
九
林
班
の
内
、
四

〇
林
班
の
内
、
四
一
林
班
の
内
、
四
二
林
班
の
内
、
五
二
林
班

の
内
、
五
三
林
班
の
内
、
五
四
林
班
の
内
、
六
四
林
班
の
内
及

び
六
五
林
班
の
内

10

三
戸
郡
南
部
町

(

旧
南
部
町)

民
有
林
六
六
林
班
の
内
、
六

七
林
班
の
内
、
六
八
林
班
の
内
、
六
九
林
班
の
内
、
七
〇
林
班

の
内
、
七
一
林
班
の
内
、
七
七
林
班
の
内
、
七
八
林
班
の
内
、

七
九
林
班
の
内
、
八
〇
林
班
、
八
一
林
班
の
内
、
九
〇
林
班
の

内
及
び
九
一
林
班

11

三
戸
郡
新
郷
村
民
有
林
四
八
林
班
の
内
、
七
一
林
班
、
七
二

林
班
の
内
、
七
三
林
班
、
七
四
林
班
、
七
五
の
一
林
班
、
七
五

の
二
林
班
、
七
六
林
班
の
内
、
七
八
の
一
林
班
の
内
、
七
八
の

二
林
班
の
内
、
八
二
林
班
の
内
及
び
八
三
林
班
の
内

二

河
川

１

馬
淵
川
の
区
域
の
う
ち
、
岩
手
県
と
の
県
境
か
ら
海
に
至
る

場
所

２

浅
水
川
の
区
域
の
う
ち
、
温
泉
沢
と
の
合
流
点
か
ら
馬
淵
川

へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

３

浅
水
川
放
水
路
の
区
域
の
う
ち
、
浅
水
川
か
ら
の
分
派
点
か

ら
馬
淵
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

４

如
来
堂
川
の
区
域
の
う
ち
、
三
戸
郡
南
部
町
大
字
鳥
谷
字
大

渡
地
内
か
ら
馬
淵
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

５

猿
辺
川
の
区
域
の
う
ち
、
三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
貝
守

深
山
国
有
林
五
八
八
林
班
い
三
小
班
地
内
か
ら
馬
淵
川
へ
の
合

流
点
ま
で
の
区
域

６

小
猿
辺
川
の
区
域
の
う
ち
、
三
戸
郡
三
戸
町
大
字
蛇
沼
字
千

俵
山
地
内
か
ら
猿
辺
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

７

か
ぎ
か
け
川
の
区
域
の
う
ち
、
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字

菖
蒲
谷
地
地
内
か
ら
猿
辺
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

８

熊
原
川
の
区
域
の
う
ち
、
老
鳥
沢
と
の
合
流
点
か
ら
馬
淵
川

へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

９

種
子
川

(

田
子
川
を
含
む
。)

の
区
域
の
う
ち
、
黒
滝
沢
と

の
合
流
点
か
ら
熊
原
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

10

相
米
川
の
区
域
の
う
ち
、
三
戸
郡
田
子
町
大
字
相
米
字
甲
地

地
内
か
ら
種
子
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

11

杉
倉
川
の
区
域
の
う
ち
、
杉
倉
沢
と
の
合
流
点
か
ら
熊
原
川

へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

三

海
岸

１

蕪
島
・
鮫
海
岸

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
下
盲
久
保
二
五
の
一

�

次
の
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�

の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
下
盲
久
保
二
五
の
一
の
南
西
端

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
下
盲
久
保
二
五
の
一
の
北
東
端

�

�
か
ら
南
西
方
向
に
五
百
九
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

�
か
ら
南
西
方
向
に
二
百
九
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
三
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
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の
線

３

大
須
賀
・
白
浜
海
岸

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
日
蔭
沢
一
八
の
一
一
、
一
八
の
一
二
、

一
八
の
一
三
、
一
八
の
一
三
四
、
一
八
の
一
三
五
、
一
八
の

一
三
六
、
一
八
の
一
三
七
、
一
八
の
一
三
九
、
一
八
の
一
四

〇
及
び
一
八
の
一
四
一
並
び
に
同
大
字
字
館
越
一
五
の
一
、

一
五
の
二
、
一
五
の
三
、
一
六
の
三
、
五
一
の
六
、
五
一
の

七
、
五
一
の
一
〇
、
五
一
の
一
五
、
五
一
の
二
六
、
五
一
の

二
七
、
五
一
の
二
九
、
五
一
の
三
〇
、
五
一
の
三
一
、
五
一

の
三
三
、
五
一
の
三
四
地
先
、
五
一
の
三
七
、
五
一
の
三
八
、

五
一
の
五
九
、
五
一
の
六
五
、
五
一
の
六
六
、
五
三
及
び
五

四
�

次
の
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�

の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
日
蔭
沢
一
八
の
三
の
南
東
端

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
百
二
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
九
百
九
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
日
蔭
沢
一
八
の
一
三
八
地
先
の
東

端
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向
に
百
五
十
メ
ー
ト
ル
進
ん

だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
八
戸
市
大
字
鮫
町
字
日
蔭
沢
一
八

の
一
三
八
地
先
、
一
八
の
一
三
、
一
八
の
一
三
七
、
一
八

の
一
三
六
、
一
八
の
一
三
五
及
び
一
八
の
三
の
太
平
洋
側

の
境
界
線
を
順
次
結
び
�
に
至
る
ま
で
の
線

	

次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線

と


の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
館
越
五
一
の
一
四
の
北
東
端

�

�
か
ら
北
西
方
向
に
百
二
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

長
線
の
地
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
道
路
護
岸
海
側
の
線
に
沿
っ
て
北

東
方
向
に
進
み
�
に
至
る
ま
で
の
線

２

小
舟
渡
平
・
葦
毛
崎
海
岸

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
小
舟
渡
平
三
の
一
、
五
の
三
、
五
の

一
〇
、
一
〇
の
四
、
一
〇
の
七
、
一
〇
の
一
六
、
一
〇
の
一

九
、
一
〇
の
二
七
、
一
〇
の
三
四
、
一
〇
の
三
五
、
一
〇
の

五
九
、
一
〇
の
六
〇
、
一
〇
の
六
三
、
一
〇
の
六
四
、
一
〇

の
七
四
、
一
〇
の
九
八
、
一
〇
の
九
九
及
び
一
〇
の
一
〇
六

並
び
に
同
大
字
字
先
祖
ヶ
久
保
九
の
四
、
一
〇
の
三
及
び
一

〇
の
六
二
並
び
に
同
大
字
字
古
馬
屋
尻
一
三
の
二
並
び
に
同

大
字
字
日
蔭
沢
一
八
の
二
、
一
八
の
三
、
一
八
の
四
、
一
八

の
一
三
〇
、
一
八
の
一
三
二
、
一
八
の
一
三
三
及
び
一
八
の

二
〇
三

�

次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線

と


の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
小
舟
渡
平
一
〇
の
一
九
と
同
字
一

〇
の
三
七
の
境
界
線
の
北
東
端

�

�
か
ら
北
西
方
向
に
二
百
四
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
三
百
三
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
千
二
百
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
六
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
日
蔭
沢
一
八
の
三
の
北
東
端




�
を
起
点
と
し
て
、
八
戸
市
大
字
鮫
町
字
日
蔭
沢
一
八

の
三
及
び
一
八
の
一
三
〇
並
び
に
同
大
字
字
小
舟
渡
平
一

〇
の
九
八
、
一
〇
の
一
六
、
一
〇
の
三
四
、
一
〇
の
六
三
、

一
〇
の
四
、
一
〇
の
三
地
先
、
一
〇
の
八
三
及
び
一
〇
の

一
九
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�
に
至
る
ま
で



( )青 森 県 報平成20年３月31日 月曜日 号外第31号 4

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
三
百
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
赤
コ
ウ
六
三
と
同
字
六
四
の
境
界

線
の
北
東
端
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向
に
三
百
三
十
五

メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
館
越
五
四
の
北
東
端

�

�
を
起
点
と
し
て
、
八
戸
市
大
字
鮫
町
字
館
越
五
四
、

五
一
の
三
七
及
び
五
一
の
三
四
地
先
の
太
平
洋
側
の
境
界

線
を
順
次
結
び
�
に
至
る
ま
で
の
線

４

種
差
海
岸

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
赤
コ
ウ
八
の
一
、
一
二
の
一
、
五
四

の
二
、
五
五
の
九
地
先
、
五
五
の
七
八
、
五
五
の
八
三
、
五

五
の
一
六
七
及
び
五
五
の
一
六
八
並
び
に
同
大
字
字
棚
久
保

一
四
の
四
二
、
一
五
の
一
、
一
五
の
二
、
一
五
の
四
、
一
五

の
五
及
び
一
九
並
び
に
同
大
字
字
館
ノ
下
一
五
の
六
及
び
一

五
の
七
並
び
に
同
大
字
字
遙
望
石
二
〇
の
一
〇
、
二
〇
の
一

二
、
二
〇
の
一
三
、
二
〇
の
三
四
、
二
〇
の
三
五
、
二
〇
の

三
六
、
二
〇
の
三
七
、
二
〇
の
七
八
、
二
〇
の
一
二
三
、
二

〇
の
一
二
九
及
び
六
八
並
び
に
同
大
字
字
高
岩
二
一
の
三
、

二
二
、
二
三
の
六
地
先
、
二
三
の
三
八
、
二
三
の
三
九
、
二

三
の
四
一
及
び
二
四
並
び
に
同
大
字
字
海
端
五
一
の
一
及
び

五
一
の
六
地
先
並
び
に
同
大
字
字
子
猪
越
一
六
の
一
、
一
七
、

一
八
の
三
、
一
八
の
一
五
、
一
八
の
一
六
、
一
八
の
一
七
、

一
八
の
一
八
、
一
八
の
一
九
、
一
八
の
二
〇
、
一
八
の
二
一
、

一
八
の
二
二
及
び
一
八
の
二
三

	

次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線

と
�
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域
。
た
だ
し
、
八
戸

市
大
字
鮫
町
字
赤
コ
ウ
五
五
の
七
及
び
同
字
六
五
を
除
く
。

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
赤
コ
ウ
五
五
の
三
と
同
字
五
五
の

七
の
境
界
線
の
南
西
端

�

�
か
ら
北
西
方
向
に
百
七
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
百
九
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
七
百
八
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
種
差
三
四
と
同
字
二
九
の
境
界
線

の
北
東
端
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向
に
三
百
四
十
五
メ
ー

ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
八
戸
市
大
字
鮫
町
字
種
差
三
四
、

三
六
、
一
五
の
七
、
一
五
の
四
、
一
五
の
一
、
五
五
の
九

地
先
、
五
五
の
三
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�

に
至
る
ま
で
の
線




次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線

と
�
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域
。
た
だ
し
、
八
戸

市
大
字
鮫
町
字
遙
望
石
六
八
を
除
く
。

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
遙
望
石
六
八
と
同
字
二
〇
の
一
二

三
の
境
界
線
の
北
西
端

�

�
か
ら
北
西
方
向
に
二
百
三
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
三
百
七
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
七
百
四
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
子
猪
越
一
八
の
一
九
と
同
大
字
字

大
作
平
四
四
の
一
二
四
の
境
界
線
の
北
東
端
を
基
点
と
し

て
、
北
東
方
向
に
二
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
八
戸
市
大
字
鮫
町
字
子
猪
越
一
八

の
一
九
、
一
八
の
一
八
、
一
八
の
二
〇
、
一
八
の
二
一
、

一
八
の
二
二
、
一
八
の
二
三
及
び
一
八
の
三
並
び
に
同
大
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字
字
海
端
五
一
の
一
、
五
一
の
六
及
び
五
一
の
六
地
先
並

び
に
同
大
字
字
高
岩
二
三
の
六
地
先
、
二
三
の
四
一
、
二

三
の
三
九
及
び
二
〇
の
一
二
三
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を

順
次
結
び
�
に
至
る
ま
で
の
線

５

金
浜
海
岸

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
大
作
平
四
四
の
一
二
〇
並
び
に
同
市

大
字
金
浜
字
下
山
三
八
地
先
並
び
に
同
大
字
字
郷
路
道
一
の

三
地
先
並
び
に
同
大
字
字
舟
戸
ノ
上
九
地
先
並
び
に
同
大
字

字
塩
竈
一
、
二
、
三
、
四
、
四
の
一
及
び
四
の
三

�

次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
、
�
及
び
	
の
点
を
順
次
結

ぶ
線
と


の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域
。
た
だ
し
、

八
戸
市
大
字
金
浜
字
塩
竈
九
及
び
一
一
を
除
く
。

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
大
作
平
四
四
の
一
二
〇
と
同
字
四

四
の
二
一
四
の
境
界
線
の
北
東
端

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
九
十
八
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
北
西
方
向
に
二
百
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
三
百
四
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
千
四
百
七
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ

延
長
線
の
地
点

�

八
戸
市
大
字
金
浜
字
塩
竈
四
の
一
の
南
西
端
を
基
点
と

し
て
、
北
東
方
向
に
二
百
二
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

	

�
の
基
点




	
を
起
点
と
し
て
、
八
戸
市
大
字
金
浜
字
塩
竈
四
の
一
、

一
及
び
四
並
び
に
同
大
字
字
舟
戸
ノ
上
九
地
先
並
び
に
同

大
字
字
郷
路
道
一
の
三
地
先
並
び
に
同
大
字
字
下
山
三
八

地
先
並
び
に
同
市
大
字
鮫
町
字
大
作
平
四
四
の
一
二
〇
の

太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�
に
至
る
ま
で
の
線

６

大
蛇
海
岸

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
大
蛇
二
〇
三
の
一
一
五
、
二

〇
三
の
一
三
四
及
び
二
〇
三
の
一
四
五

�

次
の
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�
の
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
大
蛇
二
〇
三
の
一
一
五
の

北
端

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
百
三
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
大
蛇
二
三
一
の
北
東
端

�

�
を
起
点
と
し
て
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
大
蛇

二
三
一
、
二
一
五
及
び
二
〇
三
の
一
一
五
の
太
平
洋
側
の

境
界
線
を
順
次
結
び
�
に
至
る
ま
で
の
線

�

次
の
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�
の
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
大
蛇
二
三
一
と
同
字
二
一

七
の
一
の
境
界
線
の
南
西
端
を
基
点
と
し
て
、
北
西
方
向

に
七
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
百
七
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
三
百
四
十
八
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
浜
久
保
五
七
地
先
と
同
字

六
四
の
境
界
線
の
北
東
端

�

�
を
起
点
と
し
て
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
浜
久

保
五
七
地
先
及
び
同
大
字
字
大
蛇
二
一
七
の
五
四
の
太
平

洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�
の
基
点
に
至
り
、
�
の
基

点
か
ら
�
に
至
る
ま
で
の
直
線
を
結
ん
だ
線

７

榊
海
岸

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
榊
平
一
七
の
一
一
及
び
一
七

の
一
七
並
び
に
同
大
字
字
榊
山
三
の
四
二
、
八
の
五
八
、
九
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の
三
一
、
一
〇
の
一
九
六
、
一
一
の
四
及
び
一
一
の
一
七
二

�

次
の
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�
の
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
榊
平
一
七
の
一
〇
と
同
大

字
字
浜
久
保
一
四
の
一
四
四
の
境
界
線
の
北
東
端

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
二
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
榊
平
五
の
六
二
と
同
字
一

七
の
一
の
境
界
線
の
北
東
端
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向

に
百
七
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
榊
平

一
七
の
一
、
一
七
の
一
七
、
一
七
の
一
一
、
一
七
の
一
六

及
び
一
七
の
一
〇
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�

に
至
る
ま
で
の
線

�

次
の
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�
の
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
榊
山
三
の
四
〇
の
北
東
端

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
鹿
倉
二
〇
の
二
と
同
字
二

二
の
一
七
の
境
界
線
の
北
西
端
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方

向
に
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
鹿
倉

二
二
の
一
七
並
び
に
同
大
字
字
榊
山
一
一
の
一
七
一
、
一

一
の
一
七
三
、
一
一
の
一
七
二
、
一
〇
の
一
九
六
、
一
〇

の
二
〇
〇
地
先
、
一
〇
の
一
九
九
、
九
の
三
二
、
九
の
三

一
、
八
の
五
八
、
五
の
七
三
、
三
の
三
、
三
の
四
二
及
び

三
の
四
〇
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�
に
至
る

ま
で
の
線

８

小
舟
渡
海
岸

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
廿
一
一
の
一
、
一
の
二
、
一

の
三
、
二
の
八
八
及
び
二
の
九
三

�

次
の
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�
の
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
鹿
倉
二
〇
の
二
と
同
字
二

〇
の
六
の
境
界
線
の
東
端

�

�
か
ら
北
方
向
に
百
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の

地
点

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
小
舟
渡
一
二
二
の
一
七
の

北
端
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向
に
百
二
十
メ
ー
ト
ル
進

ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
小
舟

渡
一
二
二
の
二
二
及
び
一
二
二
の
一
八
並
び
に
同
大
字
字

鹿
倉
二
〇
の
六
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�
に

至
る
ま
で
の
線

�

次
の
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�
の
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
廿
一
四
の
一
と
同
字
五
の

二
五
の
境
界
線
の
北
東
端
を
基
点
と
し
て
、
北
西
方
向
に

八
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
六
十
八
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
廿
一
二
の
八
八
と
廿
一
川

の
境
界
線
の
東
端
を
基
点
と
し
て
北
東
方
向
に
二
百
五
十

メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
廿
一

二
の
八
八
、
一
の
二
、
一
の
三
、
一
の
一
、
二
の
七
六
、

三
の
二
及
び
四
の
一
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び

�
の
基
点
に
至
り
、
�
の
基
点
か
ら
�
に
至
る
ま
で
の
直

線
を
結
ん
だ
線



( )

青
森
県
告
示
第
二
百
五
十
九
号

青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例

(

平
成
十
三
年
十
二
月
青
森

県
条
例
第
七
十
一
号)

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
保
全
地
域
を
次
の

と
お
り
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾
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新
井
田
川
流
域
ふ
る

さ
と
の
森
と
川
と
海

保
全
地
域

名

称

一

森
林

１

八
戸
市

(
旧
南
郷
村)

民
有
林
一
一
五
林
班
の
内
、
一
一
六

林
班
の
内
、
一
一
七
林
班
、
一
一
八
林
班
、
一
一
九
林
班
の
内
、

一
二
〇
林
班
の
内
、
一
二
二
林
班
の
内
、
一
二
三
林
班
の
内
、

一
二
四
林
班
の
内
、
一
三
二
林
班
の
内
、
一
三
三
林
班
の
内
及

び
一
三
四
林
班
の
内

２

三
戸
郡
階
上
町
民
有
林
三
三
六
林
班
、
三
四
〇
林
班
の
内
、

三
四
一
林
班
、
三
四
二
林
班
、
三
四
三
林
班
、
三
四
四
林
班
、

三
四
五
林
班
、
三
四
六
林
班
、
三
四
七
林
班
、
三
四
八
林
班
、

三
五
九
林
班
の
内
、
三
六
〇
林
班
の
内
、
三
六
一
林
班
の
内
、

三
六
二
林
班
、
三
六
三
林
班
の
内
、
三
六
五
林
班
、
三
六
六
林

班
、
三
六
七
林
班
、
三
六
八
林
班
、
三
六
九
林
班
、
三
七
〇
林

班
、
三
七
二
林
班
、
三
七
三
林
班
の
内
、
三
七
四
林
班
、
三
七

五
林
班
、
三
七
六
林
班
、
三
八
一
林
班
の
内
、
三
八
二
林
班
、

三
八
三
林
班
、
三
八
四
林
班
、
三
八
五
林
班
、
三
八
六
林
班
、

三
八
七
林
班
の
内
、
三
八
八
林
班
、
三
八
九
林
班
、
三
九
〇
林

班
、
三
九
一
林
班
の
内
及
び
三
九
二
林
班
の
内

二

河
川

１

新
井
田
川
の
区
域
の
う
ち
、
岩
手
県
と
の
県
境
か
ら
海
に
至

る
場
所

２

松
館
川
の
区
域
の
う
ち
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
田
代
字
銭
蒔

地
内
か
ら
新
井
田
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

区

域

３

馬
渡
川
及
び
御
堂
川
の
区
域
の
う
ち
、
次
の
�
及
び
�
の
区

域�

馬
渡
川
の
区
域
の
う
ち
、
八
戸
市
と
三
戸
郡
階
上
町
の
市

町
境
か
ら
松
館
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

�

御
堂
川
の
区
域
の
う
ち
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
鳥
屋
部
字

福
立
沢
地
内
か
ら
馬
渡
川
へ
の
流
入
点
ま
で
の
区
域

４

頃
巻
川
の
区
域
の
う
ち
、
八
戸
市
南
郷
区
大
字
中
野
字
舘
ノ

下
地
内
か
ら
新
井
田
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

５

古
里
川
の
区
域
の
う
ち
、
八
戸
市
南
郷
区
大
字
島
守
字
鍋
倉

地
内
か
ら
新
井
田
川
へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

三

海
岸

１

蕪
島
・
鮫
海
岸

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
下
盲
久
保
二
五
の
一

�

次
の
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�

の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
下
盲
久
保
二
五
の
一
の
南
西
端

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
下
盲
久
保
二
五
の
一
の
北
東
端

�

�
か
ら
南
西
方
向
に
五
百
九
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

�
か
ら
南
西
方
向
に
二
百
九
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
三
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
道
路
護
岸
海
側
の
線
に
沿
っ
て
北

東
方
向
に
進
み
�
に
至
る
ま
で
の
線

２

小
舟
渡
平
・
葦
毛
崎
海
岸

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
小
舟
渡
平
三
の
一
、
五
の
三
、
五
の

一
〇
、
一
〇
の
四
、
一
〇
の
七
、
一
〇
の
一
六
、
一
〇
の
一

九
、
一
〇
の
二
七
、
一
〇
の
三
四
、
一
〇
の
三
五
、
一
〇
の

五
九
、
一
〇
の
六
〇
、
一
〇
の
六
三
、
一
〇
の
六
四
、
一
〇

の
七
四
、
一
〇
の
九
八
、
一
〇
の
九
九
及
び
一
〇
の
一
〇
六

並
び
に
同
大
字
字
先
祖
ヶ
久
保
九
の
四
、
一
〇
の
三
及
び
一
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〇
の
六
二
並
び
に
同
大
字
字
古
馬
屋
尻
一
三
の
二
並
び
に
同

大
字
字
日
蔭
沢
一
八
の
二
、
一
八
の
三
、
一
八
の
四
、
一
八

の
一
三
〇
、
一
八
の
一
三
二
、
一
八
の
一
三
三
及
び
一
八
の

二
〇
三

�

次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線

と
�
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
小
舟
渡
平
一
〇
の
一
九
と
同
字
一

〇
の
三
七
の
境
界
線
の
北
東
端

�

�
か
ら
北
西
方
向
に
二
百
四
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
三
百
三
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
千
二
百
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
六
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
日
蔭
沢
一
八
の
三
の
北
東
端

�

�
を
起
点
と
し
て
、
八
戸
市
大
字
鮫
町
字
日
蔭
沢
一
八

の
三
及
び
一
八
の
一
三
〇
並
び
に
同
大
字
字
小
舟
渡
平
一

〇
の
九
八
、
一
〇
の
一
六
、
一
〇
の
三
四
、
一
〇
の
六
三
、

一
〇
の
四
、
一
〇
の
三
地
先
、
一
〇
の
八
三
及
び
一
〇
の

一
九
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�
に
至
る
ま
で

の
線

３

大
須
賀
・
白
浜
海
岸

	

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
日
蔭
沢
一
八
の
一
一
、
一
八
の
一
二
、

一
八
の
一
三
、
一
八
の
一
三
四
、
一
八
の
一
三
五
、
一
八
の

一
三
六
、
一
八
の
一
三
七
、
一
八
の
一
三
九
、
一
八
の
一
四

〇
及
び
一
八
の
一
四
一
並
び
に
同
大
字
字
館
越
一
五
の
一
、

一
五
の
二
、
一
五
の
三
、
一
六
の
三
、
五
一
の
六
、
五
一
の

七
、
五
一
の
一
〇
、
五
一
の
一
五
、
五
一
の
二
六
、
五
一
の

二
七
、
五
一
の
二
九
、
五
一
の
三
〇
、
五
一
の
三
一
、
五
一

の
三
三
、
五
一
の
三
四
地
先
、
五
一
の
三
七
、
五
一
の
三
八
、

五
一
の
五
九
、
五
一
の
六
五
、
五
一
の
六
六
、
五
三
及
び
五

四
�

次
の
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�

の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
日
蔭
沢
一
八
の
三
の
南
東
端

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
百
二
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
九
百
九
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
日
蔭
沢
一
八
の
一
三
八
地
先
の
東

端
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向
に
百
五
十
メ
ー
ト
ル
進
ん

だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
八
戸
市
大
字
鮫
町
字
日
蔭
沢
一
八

の
一
三
八
地
先
、
一
八
の
一
三
、
一
八
の
一
三
七
、
一
八

の
一
三
六
、
一
八
の
一
三
五
及
び
一
八
の
三
の
太
平
洋
側

の
境
界
線
を
順
次
結
び
�
に
至
る
ま
で
の
線




次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線

と
�
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
館
越
五
一
の
一
四
の
北
東
端

�

�
か
ら
北
西
方
向
に
百
二
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
三
百
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
赤
コ
ウ
六
三
と
同
字
六
四
の
境
界

線
の
北
東
端
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向
に
三
百
三
十
五

メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
館
越
五
四
の
北
東
端

�

�
を
起
点
と
し
て
、
八
戸
市
大
字
鮫
町
字
館
越
五
四
、

五
一
の
三
七
及
び
五
一
の
三
四
地
先
の
太
平
洋
側
の
境
界

線
を
順
次
結
び
�
に
至
る
ま
で
の
線
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４

種
差
海
岸

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
赤
コ
ウ
八
の
一
、
一
二
の
一
、
五
四

の
二
、
五
五
の
九
地
先
、
五
五
の
七
八
、
五
五
の
八
三
、
五

五
の
一
六
七
及
び
五
五
の
一
六
八
並
び
に
同
大
字
字
棚
久
保

一
四
の
四
二
、
一
五
の
一
、
一
五
の
二
、
一
五
の
四
、
一
五

の
五
及
び
一
九
並
び
に
同
大
字
字
館
ノ
下
一
五
の
六
及
び
一

五
の
七
並
び
に
同
大
字
字
遙
望
石
二
〇
の
一
〇
、
二
〇
の
一

二
、
二
〇
の
一
三
、
二
〇
の
三
四
、
二
〇
の
三
五
、
二
〇
の

三
六
、
二
〇
の
三
七
、
二
〇
の
七
八
、
二
〇
の
一
二
三
、
二

〇
の
一
二
九
及
び
六
八
並
び
に
同
大
字
字
高
岩
二
一
の
三
、

二
二
、
二
三
の
六
地
先
、
二
三
の
三
八
、
二
三
の
三
九
、
二

三
の
四
一
及
び
二
四
並
び
に
同
大
字
字
海
端
五
一
の
一
及
び

五
一
の
六
地
先
並
び
に
同
大
字
字
子
猪
越
一
六
の
一
、
一
七
、

一
八
の
三
、
一
八
の
一
五
、
一
八
の
一
六
、
一
八
の
一
七
、

一
八
の
一
八
、
一
八
の
一
九
、
一
八
の
二
〇
、
一
八
の
二
一
、

一
八
の
二
二
及
び
一
八
の
二
三

�

次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線

と
	
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域
。
た
だ
し
、
八
戸

市
大
字
鮫
町
字
赤
コ
ウ
五
五
の
七
及
び
同
字
六
五
を
除
く
。

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
赤
コ
ウ
五
五
の
三
と
同
字
五
五
の

七
の
境
界
線
の
南
西
端

�

�
か
ら
北
西
方
向
に
百
七
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
百
九
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
七
百
八
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
種
差
三
四
と
同
字
二
九
の
境
界
線

の
北
東
端
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向
に
三
百
四
十
五
メ
ー

ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

	

�
を
起
点
と
し
て
、
八
戸
市
大
字
鮫
町
字
種
差
三
四
、

三
六
、
一
五
の
七
、
一
五
の
四
、
一
五
の
一
、
五
五
の
九

地
先
、
五
五
の
三
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�

に
至
る
ま
で
の
線




次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線

と
	
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域
。
た
だ
し
、
八
戸

市
大
字
鮫
町
字
遙
望
石
六
八
を
除
く
。

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
遙
望
石
六
八
と
同
字
二
〇
の
一
二

三
の
境
界
線
の
北
西
端

�

�
か
ら
北
西
方
向
に
二
百
三
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
三
百
七
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
七
百
四
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
子
猪
越
一
八
の
一
九
と
同
大
字
字

大
作
平
四
四
の
一
二
四
の
境
界
線
の
北
東
端
を
基
点
と
し

て
、
北
東
方
向
に
二
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
の
基
点

	

�
を
起
点
と
し
て
、
八
戸
市
大
字
鮫
町
字
子
猪
越
一
八

の
一
九
、
一
八
の
一
八
、
一
八
の
二
〇
、
一
八
の
二
一
、

一
八
の
二
二
、
一
八
の
二
三
及
び
一
八
の
三
並
び
に
同
大

字
字
海
端
五
一
の
一
、
五
一
の
六
及
び
五
一
の
六
地
先
並

び
に
同
大
字
字
高
岩
二
三
の
六
地
先
、
二
三
の
四
一
、
二

三
の
三
九
及
び
二
〇
の
一
二
三
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を

順
次
結
び
�
に
至
る
ま
で
の
線

５

金
浜
海
岸

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
大
作
平
四
四
の
一
二
〇
並
び
に
同
市

大
字
金
浜
字
下
山
三
八
地
先
並
び
に
同
大
字
字
郷
路
道
一
の

三
地
先
並
び
に
同
大
字
字
舟
戸
ノ
上
九
地
先
並
び
に
同
大
字

字
塩
竈
一
、
二
、
三
、
四
、
四
の
一
及
び
四
の
三

�

次
の
�
、
�
、
�
、
�
、
�
、
�
及
び
	
の
点
を
順
次
結
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ぶ
線
と
�
の
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域
。
た
だ
し
、

八
戸
市
大
字
金
浜
字
塩
竈
九
及
び
一
一
を
除
く
。

�

八
戸
市
大
字
鮫
町
字
大
作
平
四
四
の
一
二
〇
と
同
字
四

四
の
二
一
四
の
境
界
線
の
北
東
端

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
九
十
八
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
北
西
方
向
に
二
百
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
三
百
四
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
千
四
百
七
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ

延
長
線
の
地
点

�

八
戸
市
大
字
金
浜
字
塩
竈
四
の
一
の
南
西
端
を
基
点
と

し
て
、
北
東
方
向
に
二
百
二
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
八
戸
市
大
字
金
浜
字
塩
竈
四
の
一
、

一
及
び
四
並
び
に
同
大
字
字
舟
戸
ノ
上
九
地
先
並
び
に
同

大
字
字
郷
路
道
一
の
三
地
先
並
び
に
同
大
字
字
下
山
三
八

地
先
並
び
に
同
市
大
字
鮫
町
字
大
作
平
四
四
の
一
二
〇
の

太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�
に
至
る
ま
で
の
線

６

大
蛇
海
岸

	

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
大
蛇
二
〇
三
の
一
一
五
、
二

〇
三
の
一
三
四
及
び
二
〇
三
の
一
四
五




次
の
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�
の
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
大
蛇
二
〇
三
の
一
一
五
の

北
端

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
百
三
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
大
蛇
二
三
一
の
北
東
端

�

�
を
起
点
と
し
て
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
大
蛇

二
三
一
、
二
一
五
及
び
二
〇
三
の
一
一
五
の
太
平
洋
側
の

境
界
線
を
順
次
結
び
�
に
至
る
ま
で
の
線

�

次
の
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�
の
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
大
蛇
二
三
一
と
同
字
二
一

七
の
一
の
境
界
線
の
南
西
端
を
基
点
と
し
て
、
北
西
方
向

に
七
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
百
七
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

�
か
ら
南
東
方
向
に
三
百
四
十
八
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
浜
久
保
五
七
地
先
と
同
字

六
四
の
境
界
線
の
北
東
端

�

�
を
起
点
と
し
て
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
浜
久

保
五
七
地
先
及
び
同
大
字
字
大
蛇
二
一
七
の
五
四
の
太
平

洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�
の
基
点
に
至
り
、
�
の
基

点
か
ら
�
に
至
る
ま
で
の
直
線
を
結
ん
だ
線

７

榊
海
岸

	

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
榊
平
一
七
の
一
一
及
び
一
七

の
一
七
並
び
に
同
大
字
字
榊
山
三
の
四
二
、
八
の
五
八
、
九

の
三
一
、
一
〇
の
一
九
六
、
一
一
の
四
及
び
一
一
の
一
七
二




次
の
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�
の
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
榊
平
一
七
の
一
〇
と
同
大

字
字
浜
久
保
一
四
の
一
四
四
の
境
界
線
の
北
東
端

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
二
百
二
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延

長
線
の
地
点

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
榊
平
五
の
六
二
と
同
字
一

七
の
一
の
境
界
線
の
北
東
端
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向

に
百
七
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点



( )

公

告

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
関
す
る
計
画
の
公
表

青
森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例

(

平
成
十
三
年
十
二
月
青
森

県
条
例
第
七
十
一
号)
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
馬
淵
川
流
域
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
保
全

地
域
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
関
す
る
計
画
を
次
の
と
お
り
定
め
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。
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�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
榊
平

一
七
の
一
、
一
七
の
一
七
、
一
七
の
一
一
、
一
七
の
一
六

及
び
一
七
の
一
〇
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�

に
至
る
ま
で
の
線

�

次
の
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�
の
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
榊
山
三
の
四
〇
の
北
東
端

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
百
八
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長

線
の
地
点

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
鹿
倉
二
〇
の
二
と
同
字
二

二
の
一
七
の
境
界
線
の
北
西
端
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方

向
に
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
鹿
倉

二
二
の
一
七
並
び
に
同
大
字
字
榊
山
一
一
の
一
七
一
、
一

一
の
一
七
三
、
一
一
の
一
七
二
、
一
〇
の
一
九
六
、
一
〇

の
二
〇
〇
地
先
、
一
〇
の
一
九
九
、
九
の
三
二
、
九
の
三

一
、
八
の
五
八
、
五
の
七
三
、
三
の
三
、
三
の
四
二
及
び

三
の
四
〇
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�
に
至
る

ま
で
の
線

８

小
舟
渡
海
岸

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
廿
一
一
の
一
、
一
の
二
、
一

の
三
、
二
の
八
八
及
び
二
の
九
三

�

次
の
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�
の
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
鹿
倉
二
〇
の
二
と
同
字
二

〇
の
六
の
境
界
線
の
東
端

�

�
か
ら
北
方
向
に
百
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の

地
点

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
小
舟
渡
一
二
二
の
一
七
の

北
端
を
基
点
と
し
て
、
北
東
方
向
に
百
二
十
メ
ー
ト
ル
進

ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
小
舟

渡
一
二
二
の
二
二
及
び
一
二
二
の
一
八
並
び
に
同
大
字
字

鹿
倉
二
〇
の
六
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び
�
に

至
る
ま
で
の
線

�

次
の
�
、
�
、
�
及
び
�
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
と
�
の
線

に
よ
り
囲
ま
れ
た
陸
地
の
区
域

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
廿
一
四
の
一
と
同
字
五
の

二
五
の
境
界
線
の
北
東
端
を
基
点
と
し
て
、
北
西
方
向
に

八
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
か
ら
北
東
方
向
に
六
十
八
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

�

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
廿
一
二
の
八
八
と
廿
一
川

の
境
界
線
の
東
端
を
基
点
と
し
て
北
東
方
向
に
二
百
五
十

メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

�

�
の
基
点

�

�
を
起
点
と
し
て
、
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
廿
一

二
の
八
八
、
一
の
二
、
一
の
三
、
一
の
一
、
二
の
七
六
、

三
の
二
及
び
四
の
一
の
太
平
洋
側
の
境
界
線
を
順
次
結
び

�
の
基
点
に
至
り
、
�
の
基
点
か
ら
�
に
至
る
ま
で
の
直

線
を
結
ん
だ
線
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森
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例

馬
淵
川
流
域
保
全
計
画

平
成
２
０
年
３
月

青
森

県
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目
次

第
１
保
全
す
べ
き
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
特
質
そ
の
他
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項

1
１
馬
淵
川
流
域
の
概
要

1
２
馬
淵
川
流
域
の
保
全
地
域

2
３
保
全
す
べ
き
森
・
川
・
海
の
環
境
の
特
質
の
概
要

6
４
保
全
地
域
の
土
地
利
用
､
地
域
文
化
の
概
要

7
５
保
全
の
方
針
そ
の
他
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

9

第
２
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
つ
い
て
の
施
策
に
関
す
る
事
項

10
１
清
流
管
理
指
針

10
２
森
・
川
・
海
の
主
要
な
要
素
を
保
護
す
る
た
め
の
事
項

16
３
森
・
川
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海
の
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管
理
に
関
す
る
事
項

19
４
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理
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な
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全
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項
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第
１
保
全
す
べ
き
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
特
質
そ
の
他
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項

１
馬
淵
川
流
域
の
概
要

馬
ま

淵 べ
ち川 が

わ流
域
は
､
西
方
を
奥
羽
山
脈
､
南
方
を
北
上
高
地
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
岩
手
県
北
部

か
ら
青
森
県
南
東
部
に
位
置
し
､
そ
の
源
を
岩
手
県
北
上
高
地
の
袖
山
(標
高
1,215ｍ

)
に

発
し
､
い
っ
た
ん
南
下
し
た
の
ち
､
流
路
を
北
に
変
え
､
高
原
状
の
北
上
高
地
と
脊 せ
き梁 り

ょ
う奥
羽
山

脈
の
山
間
を
北
流
し
つ
つ
､
県
境
付
近
に
て
奥
羽
山
脈
に
源
を
発
す
る
安 あ
っ比

ぴ

川 が
わ等
の
支
川
を
合

わ
せ
､
青
森
県
に
入
り
､
熊 く
ま原 は

ら川 が
わ､
猿 さ
る辺

べ

川 が
わ､
浅 あ
さ水 み

ず川 が
わ等
の
支
川
を
合
流
し
､
青
森
県
南
部
の

八
戸
平
野
を
貫
流
し
て
太
平
洋
に
注
い
で
い
る
｡

馬
淵
川
は
幹
川
流
路
延
長
142.4㎞

､
流
域
面
積
2,054.6

�
(う
ち
青
森
県
の
区
間
は
延
長

41.7㎞
､
流
域
面
積
704.8�

)
の
一
級
水
系
の
河
川
で
､
そ
の
流
域
は
３
市
７
町
１
村
か
ら
な

り
､
岩
手
県
北
部
､
青
森
県
三
八
地
方
に
お
け
る
社
会
・
経
済
・
文
化
の
中
心
的
基
盤
を
な
し

て
い
る
｡

馬
淵
川
の
河
道
は
､
中
・
上
流
部
は
原
始
河
川
に
近
い
掘
込
河
道
で
､
勾
配
も
急
な
山
地
河

川
の
様
相
を
呈
し
､
下
流
部
は
､
川
幅
が
広
く
河
川
の
勾
配
も
緩
く
な
り
､
八
戸
市
街
を
流
下

す
る
こ
と
も
あ
っ
て
都
市
河
川
の
様
相
が
強
く
な
る
｡
河
床
勾
配
は
､
上
流
部
は
１
／
170～

１
／
580､

中
流
部
は
１
／
580～

１
／
2,100､

下
流
部
は
１
／
2,100程

度
で
あ
る
｡

馬
淵
川
流
域
の
地
形
は
､
上
流
部
が
火
山
山
地
及
び
起
伏
山
地
､
中
流
部
が
火
山
性
丘
陵
地
､

下
流
部
が
火
山
性
丘
陵
地
及
び
ロ
ー
ム
台
地
と
な
っ
て
い
る
｡
地
質
は
､
本
川
上
流
部
の
古
生

層
及
び
安
比
川
流
域
の
第
三
紀
火
山
噴
出
岩
の
分
布
を
除
く
と
､
ほ
と
ん
ど
が
第
四
紀
火
山
噴

出
岩
の
地
質
と
な
っ
て
い
る
｡

流
域
の
気
候
は
全
体
的
に
湿
潤
温
暖
な
太
平
洋
気
候
で
､
北
東
北
地
方
に
位
置
し
な
が
ら
も

年
間
を
通
じ
て
比
較
的
穏
や
か
で
あ
り
､
夏
は
し
の
ぎ
や
す
く
､
降
雪
量
も
少
な
い
気
候
で
あ

る
が
､
春
か
ら
夏
に
か
け
て
偏
東
風
(通
称
｢や
ま
せ
｣)
が
吹
き
､
異
常
低
温
や
日
照
不
足

が
発
生
し
や
す
い
｡

馬
淵
川
水
系
の
水
利
用
と
し
て
は
､
古
く
か
ら
農
業
用
水
を
主
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
､

大
正
初
期
に
発
電
で
の
利
用
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
､
発
電
の
利
用
率
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
｡

近
年
で
は
､
河
口
に
位
置
す
る
八
戸
市
の
経
済
・
産
業
の
発
展
に
伴
い
､
水
道
・
工
業
用
水
な

ど
の
都
市
用
水
で
の
利
用
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

馬
淵
川
水
系
の
河
川
横
断
施
設
と
し
て
は
､
揚
水
機
や
頭
首
工
な
ど
が
各
所
に
設
置
さ
れ
て

い
る
ほ
か
､
大
規
模
な
も
の
と
し
て
は
農
地
防
災
ダ
ム
で
あ
る
夏 な
つ坂 さ

かダ
ム
(熊
原
川
)
や
花 は
な木

き

ダ
ム
(杉
倉
川
)
が
あ
る
｡
ま
た
､
熊
原
川
や
杉 す
ぎ倉 く

ら川 が
わな
ど
の
上
流
域
に
は
､
砂
防
施
設
が
各

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
｡

馬
淵
川
流
域
の
森
林
区
域
は
､
黒
森
山
周
辺
の
熊
原
川
上
流
域
や
､
朝 あ
さ日

ひ

奈
な

岳 だ
けや
大
黒
森
周

辺
の
相 そ
う米 ま

い川 が
わ・
種 た
ね子

こ

川 が
わ・
猿
辺
川
上
流
域
に
位
置
し
､
ブ
ナ
・
ナ
ラ
等
の
天
然
林
及
び
ス
ギ
・

カ
ラ
マ
ツ
等
の
人
工
林
か
ら
成
っ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
地
区
は
､
馬
淵
川
の
水
源
を
蓄
え
､
安

定
し
た
川
の
流
れ
を
保
ち
､
洪
水
や
渇
水
を
緩
和
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
ほ
と
ん
ど
が

水
源
か
ん
養
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
中
流
域
の
名
な

久
く

井
い

岳 だ
け周
辺
の
森
林
区
域
は
､

三
戸
町
に
面
し
た
区
域
で
は
､
比
較
的
急
峻
な
地
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
土
砂
流
出
防

備
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
｡

１
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馬
淵
川
は
､
昭
和
初
期
ま
で
河
口
付
近
で
右
曲
し
支
川
新
に

井
い

田
だ

川 が
わと
合
流
し
て
い
た
た
め
､

洪
水
の
た
び
に
氾
濫
を
繰
り
返
し
て
き
た
｡
こ
の
た
め
､
昭
和
14年
に
は
放
水
路
事
業
に
着
手

し
､
昭
和
30年
に
は
新
井
田
川
と
完
全
分
離
す
る
形
と
な
り
､
河
口
付
近
の
馬
ま

淵 べ
ち川 が

わと
新
に

井
い

田
だ

川 が
わの
三
角
地
帯
は
洪
水
常
襲
地
帯
か
ら
解
消
さ
れ
た
も
の
の
､
近
年
に
お
い
て
も
洪
水
に
お
い

て
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
な
ど
未
だ
治
水
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
｡

２
馬
淵
川
流
域
の
保
全
地
域

馬
淵
川
流
域
に
お
け
る
保
全
地
域
は
､
自
然
環
境
が
優
れ
た
状
態
を
維
持
し
て
い
る
区
域
の

う
ち
､
森
と
川
と
海
の
保
全
を
図
る
上
で
特
に
重
要
と
認
め
ら
れ
る
区
域
と
し
て
､
自
然
環
境

が
優
れ
て
い
る
こ
と
､
多
様
な
動
植
物
や
希
少
な
種
が
生
息
・
生
育
し
て
い
る
こ
と
､
地
域
住

民
と
の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
､
下
記
の
区
域
を
保
全
地
域
と
し
て
指
定
す
る
｡

表
１
馬
淵
川
流
域
保
全
地
域

保
全
地
域

森
林

下
記
の
国
有
林
及
び
民
有
林
に
含
ま
れ
る
主
な
｢水 す

い土
ど

保
ほ

全 ぜ
ん林 り

ん｣
及
び
｢森

も

林
り

と
人
と
の
共
生
林
｣
の
区
域

＜
国
有
林
＞

(遠
瀬
深
山
)
501林 り

ん班 ぱ
ん､
502林

班
の
内
､
503林

班
の
内
､
504林

班
､
505林

班
､

506林
班
､
507林

班
の
内
､
508林

班
､
509林

班
､
510林

班
の
内
､

511林
班
の
内
､
512林

班
､
513林

班
､
514林

班
､
515林

班
の
内
､

516林
班
､
517林

班
､
518林

班
の
内
､
519林

班
の
内
､
520林

班
､

521林
班
の
内

(南
来
満
山
)
522林

班
の
内
､
523林

班
の
内
､
524林

班
､
525林

班
､
526林

班
の
内
､
527林

班
､
528林

班
の
内
､
529林

班
の
内
､
530林

班
､
531

林
班
の
内
､
532林

班
､
533林

班
､
534林

班
､
535林

班
､
536林

班
､
539林

班
の
内
､
540林

班
､
541林

班
､
542林

班
､
543林

班
(北
来
満
山
)
537林

班
､
538林

班
､
544林

班
､
545林

班
の
内
､
546林

班
､
547

林
班
､
548林

班
の
内
､
549林

班
､
550林

班
の
内
､
551林

班
､
552

林
班
､
553林

班
､
554林

班
､
555林

班
､
556林

班
(小
国
深
山
)
564林

班
の
内
､
565林

班
､
566林

班
の
内
､
567林

班
､
568林

班
､

569林
班
の
内
､
570林

班
､
571林

班
の
内

(貝
守
深
山
)
587林

班
の
内
､
588林

班
､
589林

班
､
590林

班
の
内

＜
民
有
林
＞

(三
戸
町
)
104林

班
の
内
､
105林

班
､
106林

班
の
内
､
107林

班
､
108林

班
､

109林
班
､
110林

班
の
内
､
111林

班
の
内
､
112林

班
の
内
､
113

林
班
､
162林

班
の
内
､
163林

班
の
内
､
164林

班
の
内
､
165林

班
の
内
､
166林

班
の
内
､
167林

班
の
内
､
168林

班
の
内
､
169林

班
の
内
､
170林

班
の
内
､
178林

班
の
内
､
179林

班
の
内
､
182林

班
の
内
､
183林

班
の
内
､
184林

班
の
内
､
185-1林

班
の
内
､
186林

班
の
内
､
187林

班
の
内
､
190林

班
の
内

(五
戸
町
)
97林
班
の
内
､
98林
班
の
内
､
99林
班
､
100林

班
の
内
､
102林

班
の
内
､
103林

班
の
内
､
104林

班
の
内
､
105林

班
の
内
､
106-2林

班
(田
子
町
)
14林
班
､
15林
班
の
内
､
16林
班
､
17林
班
の
内
､
18林
班
､
19林

班
の
内
､
20林
班
の
内
､
21林
班
の
内
､
22林
班
の
内
､
24林
班
の

内
､
26林
班
の
内
､
47林
班
の
内
､
48林
班
､
49林
班
､
50林
班
､

51林
班
､
52林

班
､
53林

班
､
54林

班
の
内
､
101-2林

班
の
内
､

103林
班
の
内
､
105林

班
､
106林

班
(南
部
町
)

(旧
名
川
町
)
39林
班
の
内
､40林

班
の
内
､41林

班
の
内
､42林

班
の
内
､52林

班
の

内
､53林

班
の
内
､54林

班
の
内
､64林

班
の
内
､65林

班
の
内

(旧
南
部
町
)
66林
班
の
内
､67林

班
の
内
､68林

班
の
内
､69林

班
の
内
､70林

班
の

内
､71林

班
の
内
､77林

班
の
内
､78林

班
の
内
､79林

班
の
内
､80林

班
､81林

班
の
内
､90林

班
の
内
､91林

班
(新
郷
村
)
48林
班
の
内
､71林

班
､72林

班
の
内
､73林

班
､74林

班
､75-1林

班
､

75-2林
班
､76林

班
の
内
､78-1林

班
の
内
､78-2林

班
の
内
､82林

班
の
内
､83林

班
の
内

河
川

１
馬
ま

淵 べ
ち川 が

わの
区
域
の
う
ち
､
岩
手
県
と
の
県
境
か
ら
海
に
至
る
場
所

２
浅 あ
さ水 み

ず川 が
わの
区
域
の
う
ち
､
温 お
ん泉 せ

ん沢 ざ
わと
の
合
流
点
か
ら
馬
ま

淵 べ
ち川 が

わへ
の
合
流
点
ま
で

の
区
域

３
浅 あ
さ水 み

ず川 が
わ放 ほ

う水 す
い路

ろ

の
区
域
の
う
ち
､
浅
水
川
か
ら
の
分 ぶ
ん派

ぱ

点 て
んか
ら
馬
ま

淵 べ
ち川 が

わへ
の
合

流
点
ま
で
の
区
域

４
如 に
ょ来 ら

い堂 ど
う川 が

わの
区
域
の
う
ち
､
三
戸
郡
南
部
町
大
字
鳥
谷
字
大
渡
地
内
か
ら
馬
ま

淵 べ
ち

川 が
わへ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

５
猿 さ
る辺

べ

川 が
わの
区
域
の
う
ち
､
三
戸
郡
三
戸
町
大
字
貝
守
字
貝
守
深
山
国
有
林
588

林
班
い
３
小
班
地
内
か
ら
馬
ま

淵 べ
ち川 が

わへ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

６
小
こ

猿 さ
る辺

べ

川 が
わの
区
域
の
う
ち
､
三
戸
郡
三
戸
町
大
字
蛇
沼
字
千
俵
山
地
内
か
ら
猿 さ
る

辺
べ

川 が
わへ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

７
か
ぎ
か
け
川
の
区
域
の
う
ち
､
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
菖
蒲
谷
地
地
内
か

ら
猿 さ
る辺

べ

川 が
わへ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

８
熊 く
ま原 は

ら川 が
わの
区
域
の
う
ち
､
老 ろ
う鳥 ち

ょ
う沢 さ

わと
の
合
流
点
か
ら
馬
ま

淵 べ
ち川 が

わへ
の
合
流
点
ま
で

の
区
域

９
種 た
ね子

こ

川 か
わ

(田 た
っ子

こ

川 が
わを
含
む
｡
)
の
区
域
の
う
ち
､
黒 く
ろ滝 た

き沢 さ
わと
の
合
流
点
か
ら
熊 く
ま

原 は
ら川 が

わへ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

10
相 そ
う米 ま

い川 が
わの
区
域
の
う
ち
､
三
戸
郡
田
子
町
大
字
相
米
字
甲
地
地
内
か
ら
種 た
ね子

こ

川 か
わ

へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

11
杉 す
ぎ倉 く

ら川 が
わの
区
域
の
う
ち
､
杉 す
ぎ倉 く

ら沢 さ
わと
の
合
流
点
か
ら
熊 く
ま原 は

ら川 が
わへ
の
合
流
点
ま
で

の
区
域

３
２
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５
４

海
岸

１
八
戸
市
大
字
鮫
町
及
び
大
字
金
浜
の
区
域
の
う
ち
､
太
平
洋
沿
岸
の
一
部
の
区

域
２
八
戸
市
民
有
林
205林

班
の
内
､
207林

班
の
内
､
227林

班
の
内

３
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
の
区
域
の
う
ち
､
太
平
洋
沿
岸
の
一
部
の
区
域
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確
認
さ
れ
て
い
る
｡
両
生
類
は
､
熊
原
川
上
流
域
で
は
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
､
昆
虫
類
は

浅
水
川
で
コ
オ
イ
ム
シ
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
｡

河
川
の
水
質
は
､
馬
淵
川
河
口
か
ら
櫛
引
橋
ま
で
が
河
川
Ｂ
類 る
い型 け

い､
そ
れ
よ
り
上
流
域
が
Ａ

類
型
に
指
定
さ
れ
て
お
り
､
近
年
は
環
境
基
準
値
を
満
足
し
て
い
る
｡
ま
た
､
浅
水
川
や
熊
原

川
で
は
､
環
境
基
準
の
類
型
指
定
は
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
､
水
質
で
は
河
川
Ｂ
類
型
程
度
の

基
準
を
満
足
し
て
お
り
､
良
好
な
水
質
と
な
っ
て
い
る
｡

蕪 か
ぶ島 し

まは
ウ
ミ
ネ
コ
の
集
団
繁
殖
地
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
お
り
､
学
術
的
に
価
値
の
高

い
も
の
と
し
て
国
指
定
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
｡
蕪
島
か
ら
南
東
の
大 お
お久

く

喜
き

ま
で
の
種 た
ね差 さ

し海 か
い

岸 が
んは
､
海
浜
植
物
や
山
野
草
が
咲
き
誇
る
中 な
か須

す

賀
か

､
ハ
マ
ナ
ス
の
群
生
地
や
鳴
砂
で
知
ら
れ
る

大 お
お須

す

賀
か

浜 は
ま､
海
水
浴
場
と
し
て
有
名
な
白 し
ら浜 は

ま海
岸
､
釜 か
まの

の

口 く
ち・
白 し
ら岩 い

わ・
弁 べ
ん天 て

ん崎 さ
きな
ど
の
奇
岩
怪

石
と
な
っ
て
い
る
岩
礁
な
ど
様
々
な
景
勝
地
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
､
日
本
の
国
に
と
っ

て
鑑
賞
上
価
値
の
高
い
地
域
と
し
て
､
国
指
定
名
勝
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
種
差
海
岸
の
区
域

に
加
え
､
芝
生
地
帯
や
岩
礁
地
帯
な
ど
自
然
景
観
の
変
化
に
富
む
階
上
海
岸
や
､
北
上
山
系
の

北
端
部
に
位
置
し
広
葉
樹
林
や
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
群
落
が
あ
る
階
上
岳
の
区
域
は
､
｢種
差
海
岸

階
上
岳
県
立
自
然
公
園
｣
に
指
定
さ
れ
て
い
る
｡

種
差
海
岸
周
辺
の
植
物
で
は
､
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
､
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
､
ハ
マ
ギ
ク
､
ミ
チ

ノ
ク
ヤ
マ
タ
バ
コ
､
サ
ク
ラ
ソ
ウ
な
ど
の
植
物
群
落
や
海
岸
草
本
群
落
な
ど
が
断
崖
地
や
砂
丘

海
岸
沿
い
に
分
布
し
て
お
り
､
そ
の
植
生
環
境
の
特
殊
性
か
ら
環
境
省
の
自
然
環
境
保
全
基
礎

調
査
で
は
特
定
植
物
群
落
に
選
定
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
春
に
は
ア
ズ
マ
ギ
ク
や
ハ
マ
エ
ン
ド

ウ
､
夏
に
は
キ
リ
ン
ソ
ウ
や
ハ
マ
ナ
ス
､
ス
カ
シ
ユ
リ
､
秋
に
は
ウ
ン
ラ
ン
や
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
ナ
､

ハ
マ
ギ
ク
な
ど
季
節
ご
と
に
多
く
の
植
物
や
草
花
が
見
ら
れ
る
｡

鳥
類
で
は
､
馬
淵
川
河
口
か
ら
蕪
島
・
種
差
海
岸
周
辺
に
か
け
て
､
ウ
ミ
ネ
コ
を
は
じ
め
と

し
て
ウ
ミ
ウ
､
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
､
ウ
ミ
ア
イ
サ
､
ス
ズ
ガ
モ
な
ど
海
辺
の
水
鳥
が
見
ら
れ
る
｡

環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
や
青
森
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
絶
滅
の
お
そ
れ

の
あ
る
種
と
し
て
は
､
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
､
コ
ク
ガ
ン
､
シ
ノ
リ
ガ
モ
､
コ
ア
ジ
サ
シ
､

ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど
が
見
ら
れ
る
｡

４
保
全
地
域
の
土
地
利
用
､
地
域
文
化
の
概
要

馬
淵
川
流
域
の
土
地
利
用
状
況
で
は
､
山
地
等
が
76％
を
占
め
て
お
り
､
水
田
や
畑
地
等
の

農
地
が
19％
､
流
域
全
体
の
5％
を
占
め
る
宅
地
等
市
街
地
は
八
戸
市
に
集
中
し
て
い
る
｡

馬
淵
川
沿
川
に
は
､
東
北
新
幹
線
､
東
北
本
線
､
八
戸
線
､
青
い
森
鉄
道
､
い
わ
て
銀
河
鉄

道
の
ほ
か
､
東
北
縦
貫
自
動
車
道
八
戸
線
､
国
道
４
号
､
45号
等
の
基
幹
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
形
成
さ
れ
る
な
ど
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
｡

馬
淵
川
支
川
の
熊
原
川
上
流
域
に
は
､
郷
土
の
森
と
し
て
指
定
さ
れ
た
｢み
ろ
く
の
滝
親
水

公
園
｣
や
水
源
の
森
に
選
定
さ
れ
て
い
る
大 お
お黒 く

ろ森 も
りの

｢町
民
の
森
｣､
竜 り
ゅ
うヶ
が

森 も
りの
山
麓
に
あ
る

大 お
お雷 ら

い鉢 ば
ち砂
防
愛
ラ
ン
ド
(砂
防
公
園
)
が
整
備
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
熊
原
川
向
山
橋
付
近
に

は
河
川
を
利
用
し
た
プ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
子
ど
も
た
ち
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡
名
久
井
岳
山
麓

に
は
｢ふ
る
さ
と
の
森
公
園
｣
が
あ
り
､
隣
接
す
る
｢長
谷
ぼ
た
ん
園
｣
と
と
も
に
多
く
の
人

が
訪
れ
る
｡
三
戸
町
の
城
山
公
園
に
は
､
馬
淵
川
と
熊
原
川
の
合
流
点
に
あ
る
丘
陵
の
上
に
位

置
す
る
三
戸
城
跡
が
あ
り
､
県
内
有
数
の
桜
の
名
所
と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
る
｡
ま
た
､
馬

淵
川
沿
川
で
は
多
く
の
河
川
公
園
が
あ
り
､
す
み
や
の
河
川
公
園
､
ふ
れ
あ
い
公
園
､
馬
淵
川

７
６

３
保
全
す
べ
き
森
・
川
・
海
の
環
境
の
特
質
の
概
要

上
流
の
森
林
区
域
で
は
､
田
子
山
地
の
ド
コ
ノ
森 も
り､
雷 ら
い鉢 ば

ち森 も
り､
黒 く
ろ森 も

り山 や
まな
ど
の
非
火
山
性
の

孤
こ

峰 ほ
うが
地
域
特
有
の
自
然
景
観
を
構
成
し
て
い
る
｡
主
な
植
生
と
し
て
は
､
ブ
ナ
・
ナ
ラ
等
の

天
然
林
や
ス
ギ
・
カ
ラ
マ
ツ
等
の
人
工
林
､
亜
高
山
帯
の
自
然
植
生
が
分
布
す
る
｡
岩
手
・
秋

田
県
境
の
森
林
区
域
に
は
原
生
的
な
森
林
生
態
系
や
優
れ
た
自
然
景
観
を
有
す
る
貴
重
な
森
林

が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
､
本
来
生
息
・
生
育
す
る
野
生
動
植
物
の
広
域
的
な
つ
な
が
り
を
確
保

し
､
生
物
多
様
性
の
保
全
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
｢緑
の
回
廊
｣
に
設
定
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た
､
熊
原
川
上
流
部
に
は
､
高
さ
30ｍ
に
達
す
る
｢み
ろ
く
の
滝
｣
が
あ
る
｡

名
久
井
岳
周
辺
は
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
､
山
頂
付
近
の
シ
ナ
ノ
キ
を
主
体
と

す
る
天
然
林
や
､
飛
び
地
の
三
戸
町
城
山
公
園
に
あ
る
ク
リ
・
コ
ナ
ラ
林
､
諏
す

訪
わ

ノ
の

平 た
いの
ア
カ

マ
ツ
天
然
林
な
ど
豊
か
で
貴
重
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て
い
る
｡
特
に
､
山
頂
付
近
の
植
物
群

落
は
､
郷
土
景
観
を
代
表
す
る
植
物
群
落
で
あ
る
こ
と
か
ら
環
境
省
に
よ
る
自
然
環
境
保
全
基

礎
調
査
で
は
特
定
植
物
群
落
に
選
定
さ
れ
て
い
る
｡

熊
原
川
合
流
点
よ
り
上
流
の
馬
淵
川
で
は
､
山
地
間
を
縫
う
よ
う
に
流
れ
､
山 や
ま付

つ

き
き

部
ぶ

､
自

然
裸
地
の
川
原
も
見
ら
れ
､
河
川
上
流
域
の
景
観
を
呈
し
て
い
る
｡
熊
原
川
合
流
点
付
近
よ
り

下
流
は
大
半
が
原
始
河
川
状
と
な
っ
て
お
り
､
大
き
な
蛇
行
も
見
ら
れ
る
｡
蛇
行
の
水 す
い衝 し

ょ
う部
ぶ

に
は
淵
が
形
成
さ
れ
､
瀬
や
ト
ロ
場
な
ど
も
処
々
に
見
ら
れ
る
｡
田
子
山
地
に
源
を
発
す
る
熊
原

川
は
中
流
部
の
三
戸
町
で
､
十
和
田
火
山
地
に
源
を
発
す
る
浅
水
川
は
下
流
部
の
八
戸
市
で
馬

淵
川
に
合
流
す
る
｡
馬
淵
川
や
熊
原
川
､
猿
辺
川
な
ど
の
川
沿
い
で
は
､
ケ
ヤ
キ
､
コ
ナ
ラ
等

の
落
葉
樹
林
が
あ
る
一
方
､
ヤ
ナ
ギ
､
サ
ワ
グ
ル
ミ
等
の
河
畔
林
な
ど
も
生
い
茂
り
､
所
々
に

ヨ
シ
群
落
や
ス
ギ
植
林
が
見
ら
れ
る
｡
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
や
青
森
県
レ
ッ
ド
リ
ス

ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
植
物
と
し
て
は
馬
淵
川
上
流
域
で
は
タ
コ
ノ
ア

シ
､
熊
原
川
で
は
エ
ビ
ネ
､
浅
水
川
で
は
オ
オ
ア
カ
バ
ナ
や
ス
ズ
サ
イ
コ
､
馬
淵
川
下
流
域
で

は
ミ
ズ
ア
オ
イ
や
ミ
ク
リ
な
ど
が
見
ら
れ
る
｡

ほ
乳
類
は
､
馬
淵
川
中
下
流
域
で
イ
タ
チ
､
キ
ツ
ネ
､
ニ
ホ
ン
リ
ス
､
タ
ヌ
キ
な
ど
が
確
認

さ
れ
て
い
る
｡
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
や
青
森
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
種
と
し
て
は
､
名
久
井
岳
山
麓
の
法
光
寺
や
尻
内
橋
で
ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ

が
､
櫛
引
八
幡
宮
周
辺
で
ヤ
マ
コ
ウ
モ
リ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
｡

鳥
類
は
､
中
流
域
の
城
山
公
園
で
春
に
は
オ
オ
ル
リ
や
メ
ジ
ロ
､
ウ
グ
イ
ス
､
冬
に
は
シ
ジ
ュ

ウ
カ
ラ
や
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
､
ア
カ
ゲ
ラ
な
ど
が
見
ら
れ
る
｡
馬
淵
川
で
は
､
河
畔
林
が
発
達
し

森
林
と
隣
接
し
て
い
る
場
所
で
､
オ
オ
ル
リ
､
キ
ビ
タ
キ
､
ア
カ
ゲ
ラ
､
オ
オ
タ
カ
､
ノ
ス
リ
､

ハ
ヤ
ブ
サ
､
オ
シ
ド
リ
な
ど
が
､
水
辺
で
は
ヤ
マ
セ
ミ
､
カ
ワ
セ
ミ
､
ゴ
イ
サ
ギ
､
ア
オ
サ
ギ
､

カ
モ
類
な
ど
が
､
汽
水
域
で
は
ウ
ミ
ウ
､
カ
ワ
ウ
､
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
､
カ
モ
類
が
､
開

け
た
河
川
敷
で
は
コ
チ
ド
リ
､
イ
ソ
シ
ギ
､
コ
ミ
ミ
ズ
ク
な
ど
が
見
ら
れ
る
｡
青
森
県
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
希
少
種
で
は
､
馬
淵
川
で
は
オ
シ
ド
リ
や
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
､
カ

ワ
ウ
､
ハ
ヤ
ブ
サ
､
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
､
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
な
ど
が
見
ら
れ
る
｡

魚
類
は
､
上
流
域
の
熊
原
川
で
は
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
､
ア
ユ
な
ど
清 せ
い冽 れ

つな
水
を
好
む
種
が
多

く
見
ら
れ
､
中
流
域
で
は
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
､
ウ
グ
イ
､
ド
ジ
ョ
ウ
､
オ
イ
カ
ワ
な
ど
､
下
流
域
で

は
ウ
グ
イ
や
ニ
ゴ
イ
､
ワ
カ
サ
ギ
な
ど
が
見
ら
れ
る
｡
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
や
青
森

県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
希
少
種
と
し
て
熊
原
川
上
流
域
で
は
ハ
ナ
カ
ジ
カ
や
ス

ナ
ヤ
ツ
メ
､
馬
淵
川
で
は
ギ
バ
チ
､
中
下
流
域
で
は
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
や
タ
ナ
ゴ
､
カ
ジ
カ
な
ど
が
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て
い
る
｡
こ
の
ほ
か
｢八
戸
市
立
種
差
小
学
校
｣
は
県
主
催
の
景
観
学
習
教
室
で
種
差
海
岸
の

景
観
を
守
る
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
､
｢八
戸
短
期
大
学
｣
は
白
浜
海
岸
に
お
い
て
毎
年
授
業

の
一
環
と
し
て
砂
浜
彫
刻
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
｡

八
戸
・
三
戸
地
域
は
､
｢是 こ

れ川 か
わ石
器
時
代
遺
跡
｣
な
ど
の
縄
文
遺
跡
や
古
代
の
｢丹 た

ん後
ご

平 た
い古

こ

墳 ふ
ん群 ぐ

ん｣
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
､
太
古
の
昔
か
ら
生
活
が
営
ま
れ
開
け
て
き
た
ほ
か
､
三
戸
南
部

氏
が
居
城
を
構
え
た
内
陸
部
の
三
戸
を
は
じ
め
､
南
北
朝
時
代
の
根
城
南
部
氏
や
､
南
部
直
房

を
初
代
藩
主
と
し
た
八
戸
藩
の
城
下
町
八
戸
市
を
中
心
に
栄
え
て
き
た
地
域
で
あ
る
｡
そ
の
た

め
､
南
北
朝
時
代
の
史
跡
｢根
城
跡
｣
や
､
南
部
総
鎮
守
で
あ
る
｢櫛
引
八
幡
宮
｣
と
そ
の

｢宝
物
殿
｣､
日
本
一
大
き
い
三
重
の
塔
の
あ
る
｢法
光
寺
｣､
桃
山
様
式
の
華
麗
な
建
造
物
の

｢南
部
利
康
霊 た
ま屋

や

｣
な
ど
の
文
化
遺
産
が
多
数
点
在
し
て
い
る
｡

約
280年

余
り
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
日
本
一
の
山
車
祭
り
｢八
戸
三
社
大
祭
｣
や
､
南
部

地
方
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
春
を
告
げ
る
豊
年
祈
願
の
祭
｢え
ん
ぶ
り
｣
な
ど
の
伝
統
行
事
は
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
ほ
か
､
｢南
部
ま
つ
り
｣
､
｢名
川
秋

ま
つ
り
｣
､
｢さ
ん
の
へ
秋
ま
つ
り
｣
､
｢田
子
神
楽
｣
な
ど
馬
淵
川
流
域
に
は
郷
土
色
豊

か
な
祭
や
伝
統
行
事
が
あ
る
｡

５
保
全
の
方
針
そ
の
他
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

�
保
全
の
目
標

森
､
川
､
海
は
､
地
域
住
民
の
生
活
と
結
び
つ
い
て
､
様
々
な
説
話
､
風
俗
習
慣
等
の
地

域
文
化
を
形
成
し
て
き
た
が
､
保
全
地
域
は
､
特
に
流
域
の
特
色
を
有
す
る
貴
重
な
財
産
で

あ
る
こ
と
か
ら
､
流
域
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
そ
の
価
値
を
正
し
く
認
識
し
､
そ
れ
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
と
の
共
生
を
積
極
的
に
図
る
と
い
う
考
え
の

下
に
連
携
し
て
一
体
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保

全
に
努
め
る
｡
ま
た
､
森
・
川
・
海
の
保
全
及
び
創
造
に
お
い
て
は
､
で
き
る
限
り
自
然
の

状
態
を
維
持
す
る
と
い
う
基
本
の
下
に
､
流
域
の
特
質
に
配
慮
し
､
適
切
に
実
施
す
る
｡

こ
の
こ
と
に
よ
り
､
馬
淵
川
流
域
の
森
・
川
・
海
が
､
四
季
折
々
の
変
化
に
富
ん
だ
豊
か

で
美
し
い
自
然
に
彩
ら
れ
､
様
々
な
生
物
を
育
み
､
そ
の
中
で
地
域
住
民
が
潤
い
と
安
ら
ぎ

を
得
な
が
ら
暮
ら
せ
る
特
色
の
あ
る
馬
淵
川
流
域
の
姿
を
実
現
す
る
｡

�
保
全
施
策

上
記
の
目
標
達
成
に
向
け
て
､
次
の
施
策
を
実
施
す
る
｡

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築

保
全
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
､
流
域
の
視
点
か
ら
地
域
住
民
､
事
業
者
､
民
間
団

体
､
関
係
市
町
村
､
国
及
び
県
が
協
力
し
て
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
､
馬
淵
川
流
域
に
お
け
る
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
｡

イ
定
期
的
な
観
察
・
巡
視
・
調
査
と
適
切
な
管
理

保
全
地
域
を
中
心
に
馬
淵
川
流
域
の
良
好
な
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
､
定
期
的
な
森
・

川
・
海
の
観
察
・
巡
視
・
調
査
を
行
い
､
適
切
な
管
理
を
行
う
｡

ウ
人
と
の
積
極
的
な
関
わ
り
合
い
の
場
の
活
用

関
係
機
関
と
連
携
し
､
環
境
学
習
の
場
等
と
し
て
活
用
を
推
進
し
､
森
・
川
・
海
の
保

全
へ
の
理
解
を
育
む
｡
さ
ら
に
､
地
元
と
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る
各
区
域
で
の
体
験
学

習
等
の
取
り
組
み
を
推
進
し
､
森
・
川
・
海
の
一
体
的
な
保
全
へ
の
理
解
を
深
め
る
｡

９
８

遊
水
地
公
園
､
馬
淵
川
緑
地
公
園
､
馬
淵
川
｢水
辺
の
楽 が
っ校 こ

う｣
な
ど
が
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
場
所

と
し
て
整
備
さ
れ
､
多
く
の
住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

森
・
川
・
海
と
人
と
の
関
わ
り
と
し
て
の
住
民
活
動
は
､
馬
淵
川
流
域
の
名
久
井
岳
山
麓
で

は
｢三
戸
町
馬
淵
川
を
愛
す
る
会
｣
に
よ
る
植
樹
活
動
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
｡
自
然
体
験
学

習
で
は
､
名
川
チ
ェ
リ
リ
ン
村
で
県
､
三
八
地
区
林
業
・
木
材
産
業
振
興
協
議
会
主
催
に
よ
る

｢緑
の
少
年
団
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
｣
で
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
間
伐
体
験
や
自
然
観
察
会

が
､
南
部
町
主
催
に
よ
る
｢ふ
る
さ
と
楽 が
く習 し

ゅ
うキ
ャ
ン
プ
｣
で
は
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
な
ど
の
自
然
体

験
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
こ
の
ほ
か
､
｢田
子
町
立
清
水
頭
小
学
校
｣
で
は
大
黒
森
の
清
掃
活
動

や
種
子
川
で
の
水
生
生
物
調
査
を
､
浅
水
川
中
流
域
で
は
｢五
戸
高
校
｣
生
徒
が
｢N
PO
法
人

森
・
川
・
海
の
環
境
保
全
ネ
ッ
ト
八
戸
｣
の
協
力
の
も
と
広
葉
樹
の
植
樹
活
動
を
行
っ
て
い
る
｡

馬
淵
川
で
の
住
民
活
動
で
は
､
県
ふ
る
さ
と
の
水
辺
サ
ポ
ー
タ
ー
に
認
定
さ
れ
て
い
る
｢馬

淵
川
を
愛
す
る
会
｣
が
南
部
町
を
流
れ
る
馬
淵
川
の
清
掃
活
動
を
行
う
｢馬
淵
川
ク
リ
ー
ン
作

戦
｣
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
と
と
も
に
､
馬
淵
川
を
軸
と
し
た
地
域
交
流
活
性
化
を
目
的
と
し

て
｢馬
淵
川
川
下
り
を
楽
し
む
会
｣
を
開
催
し
､
い
か
だ
や
ボ
ー
ト
､
カ
ヌ
ー
な
ど
で
の
川
下

り
を
行
っ
て
い
る
｡
ま
た
､
｢馬
渕
川
さ
け
・
ま
す
増
殖
漁
業
協
働
組
合
｣
で
は
､
地
元
小
学

校
児
童
を
対
象
に
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
体
験
や
採
卵
体
験
を
実
施
し
て
い
る
｡
下
流
河
川
敷
に
あ

る
馬
淵
川
水
辺
の
楽
校
｢ピ
チ
ャ
ピ
チ
ャ
ラ
ン
ド
｣
で
は
､
｢Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
水
辺
の
楽 が
っ校 こ

うま
べ

ち
｣
主
催
の
も
と
水
生
生
物
調
査
・
野
鳥
の
観
察
会
や
植
栽
活
動
､
馬
淵
川
を
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で

下
る
｢ま
べ
ち
が
わ
親
子
川
下
り
｣
等
を
実
施
し
て
い
る
｡

馬
淵
川
支
川
の
熊
原
川
で
は
､
田
子
町
６
自
治
会
で
構
成
す
る
｢熊
原
川
源
流
を
守
る
連
絡

協
議
会
｣
が
田
子
町
を
流
れ
る
熊
原
川
の
河
川
清
掃
活
動
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
｡
ま
た
､
水

辺
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
県
水
辺
再
発
見
推
進
事
業
で
は
､
｢田
子
町

立
上
郷
小
学
校
｣
が
簡
易
水
質
調
査
を
実
施
し
て
い
る
｡
浅
水
川
で
は
､
｢五
戸
町
立
南
小
学

校
｣
児
童
が
｢小
川
原
湖
自
然
楽 が
っ校 こ

う｣
協
力
の
下
､
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
や
カ
ヌ
ー
を
使
っ
た
川

下
り
を
行
い
､
ふ
る
さ
と
の
川
へ
の
意
識
啓
発
を
行
っ
て
い
る
｡

県
南
部
地
域
河
川
流
域
の
市
町
村
で
構
成
す
る
｢南
部
ふ
る
さ
と
の
川
連
携
協
議
会
｣
は
豊

か
な
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
､
流
域
小
学
校
児
童
を
対
象
と
し
た
｢ふ
る
さ
と
の
川
・
み

ず
調
査
｣
や
河
川
清
掃
を
行
う
｢ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー
ン
作
戦
｣
を
実
施
し
て
い
る
｡
ま
た
､

｢馬
淵
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会
｣
で
は
､
流
域
小
学
生
に
よ
る
川
を
き
れ
い
に

す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
､
水
質
汚
濁
対
策
の
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
る
｡
こ
の
ほ
か
魚
類
資

源
の
保
護
と
し
て
､
｢三
戸
町
漁
業
協
同
組
合
｣
で
は
毎
年
馬
淵
川
へ
ア
ユ
や
ヤ
マ
メ
の
稚
魚

を
放
流
し
て
い
る
｡

海
岸
の
区
域
で
は
､
｢は
ち
の
へ
小
さ
な
浜
の
会
｣
が
葦 あ
し毛

げ

崎 ざ
きか
ら
白
浜
海
岸
ま
で
の
区
域

の
清
掃
活
動
を
毎
月
行
っ
て
お
り
､
特
に
定
期
清
掃
を
行
っ
て
い
る
大
須
賀
浜
は
鳴
砂
海
岸
に

認
定
さ
れ
､
平
成
19年
９
月
に
は
全
国
鳴
砂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
も
と
､
鳴
砂
の
保
全
活
用

と
次
世
代
へ
の
継
承
に
つ
い
て
考
え
る
｢全
国
鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト
inは
ち
の
へ
｣
を
共
催
し
た
｡

清
掃
奉
仕
活
動
は
､
｢八
戸
南
高
校
｣
や
｢八
戸
う
み
ね
こ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
｣､
｢の
ぞ
み

園
｣
等
が
蕪
島
周
辺
を
､
種
差
海
岸
で
は
｢八
戸
水
産
高
校
｣
や
｢八
戸
市
立
大
久
喜
小
学
校
｣

が
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
｡
ま
た
､
八
戸
市
の
市
民
講
座
｢鴎 お

う盟 め
い大
学
｣
の
メ
ン
バ
ー
が

｢種
差
海
岸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
｣
等
の
協
力
の
下
､
種
差
海
岸
の
外
来
植
物
駆
除

活
動
を
､
｢鮫
の
自
然
を
守
る
会
｣
は
種
差
海
岸
の
植
物
を
守
る
た
め
毎
週
巡
視
活
動
を
行
っ



( )青 森 県 報平成20年３月31日 月曜日 号外第31号 18

※
注
：
管
理
地
点
及
び
管
理
区
間
は
図
２
の
と
お
り

公
共
用
水
域
水
質
測
定

櫛 く
し引 び

き橋 ば
し

(馬
淵
川
)

名
な

久
く

井
い

橋 ば
し

(馬
淵
川
)

留 と
めヶ

が

崎 さ
き橋 ば

し

(熊
原
川
)

梅 ば
い泉 せ

ん橋 ば
し

(馬
淵
川
)

日
常
的
清
流
管
理

新 し
ん大 お

お橋 は
し付
近
(馬
淵
川
)

福 ふ
く地

ち

橋 ば
し付
近
(馬
淵
川
)

野
の

沢 ざ
わ橋 ば

し付
近
(浅
水
川
)

如 に
ょ来 ら

い堂 ど
う橋 ば

し付
近
(如
来
堂
川
)

安 や
す方 か

た橋 ば
し付
近
(猿
辺
川
)

熊 く
ま原 は

ら橋 ば
し付
近
(熊
原
川
)

向 む
か
い山 や
ま橋 ば

し付
近
(熊
原
川
)

11
10

エ
特
定
行
為
に
対
す
る
適
切
な
対
処

特
定
行
為
の
届
出
に
つ
い
て
は
､
内
容
を
的
確
に
把
握
し
､
適
切
な
指
導
・
勧
告
を
通

じ
て
保
全
上
の
適
切
な
方
向
へ
の
誘
導
を
図
る
｡

な
お
､
特
定
行
為
の
届
出
の
適
用
除
外
と
な
る
森
林
法
､
河
川
法
､
県
自
然
環
境
保
全

条
例
等
の
法
令
に
基
づ
く
許
認
可
等
に
お
い
て
は
､
各
法
に
基
づ
く
保
全
上
の
審
査
を
行

う
こ
と
に
よ
り
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
を
図
る
｡

オ
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
適
切
な
創
造
の
推
進

創
造
施
策
に
お
い
て
は
､
馬
淵
川
流
域
の
過
去
を
考
察
し
､
多
様
な
生
物
が
生
息
・
生

育
す
る
森
と
川
と
海
の
環
境
を
持
続
可
能
な
状
態
で
次
の
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
取

り
組
む
｡

�
岩
手
県
と
の
連
携

馬
淵
川
の
本
県
よ
り
上
流
部
分
は
､
｢岩
手
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創

造
に
関
す
る
条
例
｣
を
制
定
し
て
い
る
岩
手
県
に
属
す
る
こ
と
か
ら
､
岩
手
県
条
例
に
基
づ

く
基
本
計
画
｢カ
シ
オ
ペ
ア
連
邦
流
域
ビ
ジ
ョ
ン
｣
(二
戸
地
方
振
興
局
)
の
基
本
目
標

｢未
来
へ
つ
な
ぐ
健
全
な
水
と
緑
の
保
全
｣
､
同
じ
く
｢米 よ

ね代 し
ろ川 が

わ・
馬
ま

淵 べ
ち川 が

わ上
流
水
系
流
域

基
本
計
画
｣
(盛
岡
地
方
振
興
局
)
の
基
本
目
標
｢み
ん
な
で
つ
く
る
恵
み
豊
か
な
水
と
緑

の
大
地
｣
と
の
連
携
の
下
､
保
全
施
策
を
実
施
す
る
｡

第
２
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
つ
い
て
の
施
策
に
関
す
る
事
項

１
清
流
管
理
指
針

保
全
地
域
内
の
河
川
に
お
い
て
､
河
川
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
の
指
針
､
保
全
施

策
の
た
め
の
指
標
と
す
る
｡

な
お
､
本
指
針
で
は
下
記
の
２
つ
の
方
法
で
管
理
を
行
う
｡

ア
公 こ
う共 き
ょ
う用 よ

う水 す
い域 い

き水
質
測
定

馬
淵
川
で
は
各
観
測
地
点
に
お
い
て
､
｢生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
｣
に
定

め
る
項
目
に
つ
い
て
水
質
測
定
を
国
・
県
・
八
戸
市
が
継
続
的
に
行
う
｡

イ
日
常
的
な
清
流
管
理

ふ
る
さ
と
環 か
ん境 き
ょ
う守 も

り人
と

､
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
､
地
域
住
民
等
に
よ
り
日
常
的
な
管
理
を
行

う
｡

�
清
流
管
理
の
基
本
的
事
項

ア
管
理
区
間

管
理
区
間
は
､
保
全
地
域
指
定
で
定
め
た
河
川
の
う
ち
下
表
の
地
点
と
す
る
｡

表
２
公
共
用
水
域
水
質
測
定
地
点
及
び
日
常
的
清
流
管
理
区
間

区
分

管
理
地
点
及
び
管
理
区
間

大 お
お橋 は

し

(馬
淵
川
)

尻 し
り内 う

ち橋 ば
し

(馬
淵
川
)

中 な
か之

の

橋 ば
し

(浅
水
川
)
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イ
管
理
内
容

現
在
の
良
好
な
自
然
環
境
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
､
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
以
下

の
管
理
を
国
､
県
､
八
戸
市
､
三
戸
町
､
五
戸
町
､
田
子
町
､
南
部
町
､
新
郷
村
及
び
流

域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
｡

保
全
地
域
の
管
理
に
つ
い
て
は
､
継
続
的
に
水
質
や
ゴ
ミ
投
棄
等
の
現
状
把
握
を
実
施

す
る
と
と
も
に
巡
視
等
に
よ
り
管
理
を
行
う
｡

�
管
理
の
内
容

・
水
質
の
把
握

・
ゴ
ミ
の
投
棄
や
汚
濁
排
水
状
況
の
把
握

・
そ
の
他
河
岸
の
状
況
の
把
握

�
管
理
の
方
法

参
加
型
・
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
活
用
す
る
ほ
か
､
今
後
の
地
元
協
議

に
よ
り
役
割
分
担
を
行
う
｡

�
清
流
管
理
の
た
め
の
指
標

ア
管
理
指
標
の
設
定

�
公
共
用
水
域
水
質
測
定

公
共
用
水
域
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
水
質
基
準
｢生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る

環
境
基
準
｣
の
５
項
目
(pH
・
B
O
D
・
SS・

D
O
・
大
腸
菌
群
数
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
日
常
的
な
清
流
管
理

�
水
量

目
視
に
よ
る
渇
水
時
の
流
量
を
指
標
と
す
る
｡

�
水
質

流
水
の
性
状
(透
視
度
､
臭
気
等
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
魚
類

魚
類
の
生
息
状
況
(生
息
範
囲
､
行
動
､
浮
上
死
な
ど
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
水
生
生
物

表
３
｢水
生
生
物
に
よ
る
水
質
判
定
｣
に
示
さ
れ
た
種
を
指
標
と
す
る
｡

イ
管
理
す
べ
き
基
準
値
と
清
流
管
理
の
目
安

�
公
共
用
水
域
水
質
測
定

表
４
に
示
す
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
を
満
足
す
る
こ
と
｡

�
日
常
的
な
清
流
管
理

�
水
量

渇
水
時
に
瀬
せ

涸
が

れ
等
が
生
じ
な
い
こ
と
｡

�
水
質

透
視
度
､
臭
気
等
の
異
常
が
な
い
こ
と
｡

�
魚
類

既
存
調
査
で
確
認
さ
れ
た
種
の
生
息
範
囲
(図
３
)
や
行
動
を
目
安
と
す
る
｡

浮
上
死
等
の
異
常
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
｡
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図
３
既
存
調
査
に
よ
る
魚
類
の
生
息
範
囲
の
目
安

注
１
：
馬
淵
川
の
上
･中
･下
流
域
区
分
は
､河
川
形
態
に
よ
り
以
下
の
と
お
り
と
し
た
｡

上
流
域
：
県
境
か
ら
熊
原
川
合
流
点
ま
で
の
区
域

中
流
域
：
熊
原
川
合
流
点
か
ら
櫛
引
橋
ま
で
の
区
域

下
流
域
：
櫛
引
橋
か
ら
河
口
ま
で
の
区
域

注
２
：
図
３
の
魚
類
は
､
現
地
調
査
時
の
確
認
種
で
あ
る
｡
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表
３
水
生
生
物
に
よ
る
水
質
判
定

※
下
線
部
は
､
現
地
調
査
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
種

表
４
公
共
用
水
域
水
質
測
定
地
点
と
環
境
基
準

水
質
判
定

指
標
生
物

き
れ
い
な
水

(Ⅰ
)

カ
ワ
ゲ
ラ
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
ナ
ガ
レ
ト
ビ
ケ
ラ
ヤ
マ
ト
ビ
ケ
ラ

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
ブ
ユ
ア
ミ
カ
サ
ワ
ガ
ニ
ウ
ズ
ム
シ

少
し
き
た
な
い
水

(Ⅱ
)

コ
ガ
タ
シ
マ
ト
ビ
ケ
ラ
オ
オ
シ
マ
ト
ビ
ケ
ラ
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
イ
シ
マ
キ
ガ
イ

カ
ワ
ニ
ナ
ス
ジ
エ
ビ

き
た
な
い
水

(Ⅲ
)

ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
タ
イ
コ
ウ
チ
ミ
ズ
ム
シ
イ
ソ
コ
ツ
ブ
ム
シ

ニ
ホ
ン
ド
ロ
ソ
コ
エ
ビ
タ
ニ
シ
ヒ
ル

大
変
き
た
な
い
水

(Ⅳ
)

セ
ス
ジ
ユ
ス
リ
カ
チ
ョ
ウ
バ
エ
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
サ
カ
マ
キ
ガ
イ

エ
ラ
ミ
ミ
ズ

水
質
測
定
地
点

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準

梅 ば
い泉 せ

ん橋 は
し

名
な

久
く

井
い

橋 ば
し

櫛 く
し引 び

き橋 ば
し

河
川
環
境
基
準
Ａ
類
型

ｐ
H
：
6.5以

上
8.5以

下

Ｂ
Ｏ
Ｄ
：
２
㎎
/�
以
下

Ｓ
Ｓ
：
25㎎
/�
以
下

Ｄ
Ｏ
：
7.5㎎

/�
以
上

大
腸
菌
群
数
：
1,000Ｍ

Ｐ
Ｎ
/100�

以
下

尻 し
り内 う

ち橋 ば
し

大 お
お橋 は

し

河
川
環
境
基
準
Ｂ
類
型

ｐ
Ｈ
：
6.5以

上
8.5以

下

Ｂ
Ｏ
Ｄ
：
３
㎎
/�
以
下

Ｓ
Ｓ
：
25㎎
/�
以
下

Ｄ
Ｏ
：
５
㎎
/�
以
上

大
腸
菌
群
数
：
5,000Ｍ

Ｐ
Ｎ
/100�

以
下
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と
な
っ
て
お
り
､
希
少
な
種
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
地
域
住
民
に
よ
る
野
鳥
観
察
が

行
わ
れ
､
良
好
な
海
岸
の
環
境
が
保
全
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
｡
ま
た
､
希
少
な
野
鳥
が

産
卵
す
る
場
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
､
特
に
産
卵
期
に
は
周
辺
の
環
境
に
配
慮
す
る
｡

ウ
種
差
海
岸
で
は
､
断
崖
海
岸
等
の
特
殊
な
立
地
に
見
ら
れ
る
植
物
群
落
が
数
多
く
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
の
群
落
と
生
育
環
境
を
保
全
す
る
た
め
､
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
､

河
川
監
視
員
､
種
差
海
岸
保
護
指
導
員
､
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
､
地
域
住
民
等
と
の
連
携
に
よ
り

巡
視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

エ
大
須
賀
浜
は
全
国
で
も
数
少
な
い
鳴
砂
海
岸
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
こ
の
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
､
関
係
機
関
や
住
民
参
加
に
よ
る
海
岸
清
掃
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
､
ゴ
ミ

投
棄
防
止
に
対
す
る
啓
発
を
図
る
｡

オ
種
差
海
岸
の
区
域
は
､
観
光
客
を
は
じ
め
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
､

行
政
と
地
域
住
民
が
連
携
し
て
､
海
岸
利
用
者
の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
､
適
正
な
海
岸
利
用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
､
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
・

協
力
の
体
制
づ
く
り
な
ど
を
図
り
､
美
し
く
快
適
な
海
岸
づ
く
り
を
進
め
る
｡

�
全
般
的
な
保
全
施
策

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
取
組
の
積
極
的
な
推
進

�
ふ
る
さ
と
の
水
辺
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に
よ
る
清
掃
活
動
な
ど
の
活
動
を
推
進
し
､
保

全
地
域
を
中
心
に
森
・
川
・
海
で
の
住
民
参
加
・
協
力
に
よ
る
保
全
に
取
り
組
む
｡

�
流
域
の
小
学
校
児
童
に
よ
る
環
境
学
習
と
連
携
し
､
清
流
管
理
指
針
の
水
生
生
物
調

査
・
水
質
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
､
地
域
住
民
等
と
連
携
し
な
が
ら
指
標
項

目
調
査
を
行
う
｡
ま
た
､
水
質
調
査
活
動
の
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り
､
生
活
排
水
対
策
等
に
対

す
る
普
及
啓
発
を
図
る
｡

�
地
域
住
民
等
と
行
政
が
協
働
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
等
を
行
う
な
ど
地

域
住
民
等
に
対
す
る
保
全
計
画
へ
の
理
解
と
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
｡

イ
民
間
団
体
等
の
自
発
的
活
動
の
促
進

�
調
査
研
究
の
推
進
を
図
る
た
め
､
民
間
団
体
等
に
対
す
る
各
種
助
成
制
度
や
関
係
情

報
の
提
供
等
を
行
う
｡

�
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
､
学
習
会
の
開
催
な
ど
民
間
団
体
等
の
自
発
的
活
動
の
場

を
提
供
す
る
｡

ウ
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
支
援

ふ
る
さ
と
環
境
守
人
は
地
域
住
民
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
､
環
境
学
習
等
へ
の
支
援

を
行
う
｡

�
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
適
切
な
創
造

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
資
す
る
森
・
川
・
海
づ
く
り
に
当
た
っ
て

は
､
｢県
民
の
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
礎
と
な
る
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
を
守
り
､

こ
れ
を
揺
る
ぎ
な
い
形
で
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
｣
と
の
条
例
の
理
念
を
尊
重
す
る
｡

森
林
､
河
川
及
び
海
岸
の
一
体
的
整
備
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
行
う
際
に
は
､
馬
淵
川
流

域
の
過
去
を
考
察
し
な
が
ら
､
で
き
る
限
り
自
然
の
状
態
を
維
持
し
､
か
つ
て
の
馬
淵
川
流

域
に
近
づ
く
よ
う
に
次
の
と
お
り
取
り
組
む
｡

ア
も
と
も
と
の
姿
を
参
考
と
し
た
森
・
川
・
海
づ
く
り

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
は
､
人
と
自
然
が
調
和
の
取
れ
た
状
態
で
共
存
し
て
い
る
貴

16
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２
森
・
川
・
海
の
主
要
な
要
素
を
保
護
す
る
た
め
の
事
項

�
森
林
の
区
域

ア
森
林
は
､
地
域
に
お
け
る
貴
重
な
産
業
・
観
光
・
自
然
資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
区
域

の
大
半
を
占
め
る
国
有
林
野
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
森
林
の
公
益
的
機
能
が
持
続
的
に
発

揮
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
｡
ま
た
､
地
域
住
民
な
ど
県
民
参
加
の
植
樹
や
育
樹
を
通
じ
て

｢森
づ
く
り
｣
の
活
動
を
推
進
し
､
地
域
に
開
か
れ
た
適
切
な
森
林
の
保
全
・
育
成
に
努

め
る
｡

イ
植
樹
・
育
樹
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
推
進
を
通
じ
､
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
の
重

要
性
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
､
森
の
保
全
・
育
成
を
担
う
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
人
材
や
担
い
手
の
育
成
を
図
る
｡

ウ
馬
淵
川
流
域
の
優
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
､
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
､
森
林

保
全
巡
視
員
､
地
域
住
民
等
の
連
携
に
よ
り
巡
視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

エ
田
子
町
の
｢郷
土
の
森
｣
や
大
黒
森
｢町
民
の
森
｣
等
に
お
い
て
､
地
域
住
民
及
び
流

域
外
の
人
々
が
共
に
自
然
と
親
し
み
､
憩
い
や
す
ら
ぐ
場
､
自
然
環
境
教
育
・
学
習
の
場

と
し
て
の
活
用
を
推
進
す
る
｡

�
河
川
の
区
域

ア
馬
淵
川
で
は
ギ
バ
チ
､
熊
原
川
で
は
ハ
ナ
カ
ジ
カ
や
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
の
希

少
種
が
生
息
し
､
沿
川
で
は
オ
シ
ド
リ
や
カ
ワ
ウ
な
ど
希
少
な
水
鳥
が
見
ら
れ
る
な
ど
多

種
多
様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
の
生
物
の
生

息
・
生
育
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
､
ふ
る
さ
と
環 か
ん境 き

ょ
う守 も

り人
と

､
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
､
河

川
監
視
員
､
鳥
獣
保
護
員
､
地
域
住
民
等
と
の
連
携
に
よ
り
巡
視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

イ
馬
淵
川
は
八
戸
・
三
戸
地
方
の
生
活
の
基
盤
や
歴
史
､
文
化
､
風
土
を
形
成
し
育
ん
で

き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
､
歴
史
､
文
化
､
環
境
学
習
が
で
き

る
場
な
ど
人
と
河
川
が
豊
か
に
ふ
れ
あ
え
る
よ
う
な
場
の
確
保
に
努
め
る
｡

ウ
馬
淵
川
は
良
好
な
水
質
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
河
川
の
利
用
状
況
や
沿
川
地
域

の
水
利
用
状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
､
下
水
道
等
の
関
連
事
業
や
関
係
機
関
と
の
連
携
・

調
整
､
生
活
排
水
対
策
な
ど
地
域
住
民
と
の
連
携
を
図
り
､
良
好
な
水
質
を
次
代
に
引
き

継
げ
る
よ
う
に
努
め
る
｡

エ
河
川
環
境
に
関
す
る
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
､
定
期
的
に
保
全
地
域
を
中
心
と
し
た
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
｡
ま
た
､
地
域
住
民
や
市
民
団
体
等
と
幅
広
く
情
報
共
有
し
､
住

民
参
加
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
や
河
川
清
掃
､
河
川
愛
護
活
動
を
推
進
し
､
良
好
な
水
環

境
の
保
全
に
努
め
る
｡

オ
地
域
住
民
等
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
､
河
川
等
で
見
ら
れ
る
魚
類
及
び
植
物
の
よ
り
よ

い
生
息
・
生
育
環
境
の
維
持
・
保
全
並
び
に
河
川
の
美
化
・
水
質
の
向
上
・
維
持
に
努
め

る
｡
ま
た
､
子
ど
も
た
ち
の
水
質
調
査
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
環
境
活
動
な
ど
に
よ
り
､

河
川
の
自
然
環
境
の
保
全
を
推
進
す
る
｡

�
海
岸
の
区
域

ア
国
指
定
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
種
差
海
岸
は
､
白 は
く砂 し

ゃ青 せ
い松 し

ょ
う､
大
小
の
岩
礁
､
小
島
が

交
互
に
続
き
､
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
､
海
浜
植
物
が
咲
き
乱
れ
る
な
ど
優
れ
た
景
観
を

呈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
の
景
観
の
維
持
・
保
全
に
努
め
る
｡

イ
蕪 か
ぶ島 し

まや
種
差
海
岸
を
は
じ
め
と
す
る
海
岸
の
区
域
は
､
多
く
の
野
鳥
の
飛
来
・
生
息
地
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事
業
実
施
後
の
状
況
を
継
続
的
に
調
査
し
､
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
｡

サ
森
・
川
・
海
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
確
保

�
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
地
域
住
民
が
森
・
川
・
海
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
､
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
や
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
自
然
体
験
の
場
､
遊
び
の
場
､
憩

い
・
や
す
ら
ぎ
の
場
､
交
流
の
場
を
創
出
す
る
｡

�
誰
も
が
安
全
に
川
辺
や
海
辺
に
近
づ
き
､
身
近
に
自
然
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
整
備
を
推
進
す
る
｡

�
施
設
整
備
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
､
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
｡

３
森
・
川
・
海
の
維
持
・
管
理
に
関
す
る
事
項

�
現
地
で
の
維
持
管
理
内
容

ア
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
巡
視

ふ
る
さ
と
環
境
守
人
は
､
巡
視
の
日
時
､
区
域
､
経
路
及
び
方
法
を
設
定
し
､
巡
視
す

る
｡

イ
報
告
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
は
､
無
届
特
定
行
為
や
森
・
川
・
海
の
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
事

態
と
い
っ
た
問
題
発
生
を
発
見
・
通
報
す
る
と
と
も
に
､
保
全
地
域
の
状
況
を
記
録
し
､

県
(河
川
砂
防
課
長
)
に
報
告
す
る
｡

ウ
問
題
発
生
時
の
対
応

問
題
発
生
時
は
､
連
絡
窓
口
か
ら
森
・
川
・
海
の
管
理
担
当
関
係
機
関
に
対
し
て
連
絡

を
行
い
､
管
理
担
当
機
関
が
現
場
で
対
応
す
る
｡

�
現
地
管
理
体
制
と
役
割
分
担

４
管
理
上
必
要
な
保
全
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

保
全
地
域
標
示
看
板
の
設
置

標
示
看
板
に
は
､
保
全
地
域
の
名
称
､
保
全
地
域
の
範
囲
､
保
全
地
域
の
特
質
及
び
特
定
行

為
の
内
容
を
表
示
す
る
こ
と
と
し
､
必
要
に
応
じ
て
生
息
す
る
生
物
等
の
写
真
等
を
表
示
す
る
｡
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重
な
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
創
造
す
る
際
に
は
も
と
も
と
の
森
や
川
や
海
の
自
然
の
持
続

力
・
状
態
を
参
考
に
し
､
人
も
含
め
た
生
態
系
の
活
動
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
森
づ
く
り

や
川
づ
く
り
､
海
づ
く
り
を
推
進
す
る
｡

イ
自
然
の
作
用
を
最
大
限
に
活
用
し
た
森
・
川
・
海
づ
く
り

�
森
・
川
・
海
自
身
が
つ
く
る
作
用
を
最
大
限
に
活
用
し
､
多
様
な
形
状
の
保
全
・
復

元
に
努
め
る
｡

�
海
岸
に
つ
い
て
は
､
岩
礁
や
砂
浜
の
持
つ
自
然
の
消
波
機
能
を
活
用
す
る
と
と
も
に
､

貴
重
な
自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に
努
め
る
｡

�
河
川
の
水
や
土
砂
の
流
れ
の
確
保
に
努
め
る
｡

ウ
注
目
す
べ
き
生
物
の
保
存
を
確
保
す
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

希
少
種
や
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
生
物
､
地
域
の
良
好
な
環
境
を
代
表
す
る
生
物
を
含

め
た
生
態
系
を
保
全
す
る
視
点
に
立
っ
た
事
業
実
施
に
努
め
る
｡

エ
地
域
住
民
と
の
対
話
に
よ
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

馬
淵
川
流
域
の
特
性
に
応
じ
た
森
・
川
・
海
づ
く
り
を
行
う
に
当
た
っ
て
､
地
域
住
民

等
の
知
見
・
情
報
を
活
用
す
る
と
と
も
に
､
地
域
住
民
等
と
の
連
携
や
役
割
分
担
に
よ
り

取
り
組
む
｡

オ
関
係
行
政
機
関
の
連
携
強
化
に
よ
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
､
個
々
の
事
業
者
が
関
連
す
る
整
備
を
行
う
場
合

に
は
十
分
な
調
整
を
図
る
｡

カ
持
続
可
能
な
森
づ
く
り

中
・
下
流
域
に
存
す
る
育
成
途
上
の
森
林
に
つ
い
て
は
､
間 か
ん伐 ば

つな
ど
適
正
な
保
育
を
推

進
す
る
と
と
も
に
､
広
葉
樹
の
植
栽
や
複 ふ
く層 そ

う林 り
んへ
の
誘
導
な
ど
多
様
な
森
林
の
造
成
を
図

る
｡
ま
た
､
天
然
林
に
お
い
て
も
択 た
く伐 ば

つ施
せ

業 ぎ
ょ
うな
ど
に
よ
る
適
切
な
施
業
を
行
い
､
公
益
的

な
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
す
る
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
む
｡

キ
上
下
流
方
向
､
横
断
方
向
の
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
し
た
川
づ
く
り

�
上
下
流
方
向
､
横
断
方
向
の
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
す
る
と
と
も
に
､
周
辺
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
断
ち
切
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
｡

�
河
畔
林
を
保
全
す
る
と
と
も
に
､
連
続
性
の
確
保
に
努
め
､
森
と
川
と
海
を
結
ぶ
回

廊
と
な
る
よ
う
に
配
慮
す
る
｡

�
魚
類
等
の
遡
そ

上 じ
ょ
う・
降
下
に
影
響
の
あ
る
河
川
横
断
工
作
物
の
改
築
に
当
た
っ
て
は
構

造
を
見
直
し
､
森
と
川
と
海
の
つ
な
が
り
の
確
保
を
図
る
｡

ク
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
し
た
海
づ
く
り

�
海
岸
と
海
域
､
陸
域
､
河
川
な
ど
と
の
空
間
的
な
連
続
性
､
環
境
変
化
の
時
間
的
連

続
性
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
や
多
様
性
及
び
変
動
性
に
留
意
す
る
｡

�
繁
殖
場
､
生
育
場
､
生
息
場
等
に
な
っ
て
い
る
多
様
な
場
を
確
保
す
る
と
と
も
に
､

そ
の
場
を
構
成
す
る
環
境
要
素
や
場
の
つ
な
が
り
を
適
正
に
維
持
す
る
｡

ケ
間 か
ん伐 ば

つ材 ざ
いを
利
用
し
た
川
づ
く
り

森
林
担
当
部
局
､
河
川
・
砂
防
事
業
担
当
部
局
は
､
お
互
い
に
連
携
し
て
間
伐
材
の
需

給
情
報
を
交
換
し
､
地
域
で
供
給
さ
れ
る
間
伐
材
を
有
効
利
用
し
｢森
を
育
む
川
づ
く
り
｣

を
推
進
す
る
｡

コ
川
づ
く
り
に
お
け
る
事
業
実
施
後
の
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

19
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ふ
る
さ
と
の
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川
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海
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井
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流
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第
１
保
全
す
べ
き
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
特
質
そ
の
他
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に

関
す
る
基
本
的
な
事
項

１
新
井
田
川
流
域
の
概
要

新
に

井
い

田
だ

川 が
わは
､
岩
手
県
久
慈
市
(旧
山
形
村
)
地
先
の
多
た

々
た

良
ら

山 や
ま

(標
高
970m

)
及
び
平 ひ
ら

庭 に
わ峠 と

う
げに
源
を
発
し
､
そ
の
名
称
を
瀬
せ

月 つ
き内 な

い川 が
わと
し
て
九
戸
村
､
軽
米
町
を
貫
流
し
､
青
森
県
と

の
県
境
付
近
で
雪 ゆ
き谷

や

川 が
わと
合
流
す
る
｡
青
森
県
に
入
り
新
井
田
川
と
名
称
を
変
え
､
古 ふ
る里 さ

と川 が
わ､

頃 こ
ろ巻 ま

き川 が
わ､
松 ま
つ館 だ

て川 が
わ等
の
支
川
を
合
わ
せ
､
八
戸
市
の
湊
地
先
で
太
平
洋
に
注
い
で
い
る
｡

新
井
田
川
は
､
流
路
延
長
78.1㎞

､
流
域
面
積
585.4

�
(う
ち
青
森
県
の
区
間
は
延
長
28.6

㎞
､
流
域
面
積
180.0

�
)
の
規
模
を
有
す
る
二
級
水
系
の
河
川
で
あ
り
､
そ
の
流
域
は
２
市

３
町
１
村
か
ら
構
成
さ
れ
､
岩
手
県
北
部
及
び
青
森
県
三
八
地
方
に
お
け
る
社
会
､
経
済
､
文

化
の
基
盤
を
な
す
河
川
で
あ
る
｡

流
域
の
形
状
は
南
北
に
細
長
く
､
階 は
し上 か

み岳 だ
け

(標
高
740m

)､
平 ひ
ら庭 に

わ岳 だ
け

(標
高
1,060m

)､
折 お
り

爪 つ
め岳 だ

け

(標
高
852m

)
を
主
と
す
る
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
｡
地
形
は
､
上
流
部
岩
手
県
か
ら

八
戸
市
南
郷
区
､
階
上
町
に
か
け
て
の
山
地
､
下
流
部
八
戸
市
南
部
の
丘 き
ゅ
う陵 り
ょ
う地
ち

､
最
下
流
部
八

戸
市
北
部
の
低
平
地
に
区
分
さ
れ
､
上
流
山
地
部
に
は
河
川
沿
い
に
盆
地
が
点
在
し
て
い
る
｡

地
質
は
､
上
流
山
地
部
に
か
け
て
は
｢火
山
岩
塊
｣
が
広
く
分
布
し
､
平
野
部
は
河
川
の
運
搬

作
用
に
よ
り
堆
積
し
た
礫
､
砂
､
粘
土
か
ら
な
る
沖
積
層
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
｡

新
井
田
川
の
川
幅
は
､
中
流
部
の
島
守
地
区
で
は
約
60～

70m
､
長 ち
ょ
う館 か

ん橋 ば
しか
ら
河
口
ま
で
は

約
70～

100m
と
な
っ
て
い
る
｡
河
床
勾
配
は
､
長
館
橋
よ
り
上
流
で
は
１
／
600程

度
､
下
流

で
は
１
／
2,500程

度
と
な
っ
て
い
る
｡

流
域
の
気
候
は
全
体
的
に
湿
潤
温
暖
な
太
平
洋
気
候
で
､
北
東
北
地
方
に
位
置
し
な
が
ら
も

年
間
を
通
じ
て
比
較
的
穏
や
か
で
あ
り
､
夏
は
し
の
ぎ
や
す
く
､
降
雪
量
も
少
な
い
気
候
で
あ

る
が
､
春
か
ら
夏
に
か
け
て
偏
東
風
(通
称
｢や
ま
せ
｣)
が
吹
き
､
異
常
低
温
や
日
照
不
足

が
発
生
し
や
す
い
｡

新
井
田
川
の
沿
川
に
は
､
上
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
水
田
・
畑
､
住
宅
地
が
点
在
す
る
と
と

も
に
､
下
流
の
低
平
地
に
水
田
・
畑
､
市
街
地
､
工
場
地
帯
等
が
広
が
っ
て
お
り
､
こ
れ
ら
の

活
動
の
水
源
と
し
て
新
井
田
川
の
水
が
灌 か
ん漑 が

い用
水
と
と
も
に
､
発
電
用
水
､
工
業
用
水
等
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

新
井
田
川
水
系
の
河
川
横
断
施
設
と
し
て
は
､
揚
水
機
や
頭 と
う首 し

ゅ工 こ
うな
ど
が
各
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
ほ
か
､
大
規
模
な
も
の
と
し
て
は
洪
水
調
節
､
灌
漑
用
水
・
上
水
道
用
水
の
確
保
を
目

的
と
し
た
世
よ

増 ま
さ
りダ
ム
が
あ
る
｡
ま
た
､
新
井
田
川
支
川
に
は
､
砂
防
施
設
が
各
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
｡

新
井
田
川
流
域
の
森
林
区
域
は
､
階
上
岳
を
主
峰
と
し
て
､
鳩 は
と岳 だ

け・
つ
く
し
森
か
ら
な
る
階

上
山
地
や
島
守
丘
陵
を
水
源
と
す
る
古
里
川
上
流
域
に
位
置
し
､
ケ
ヤ
キ
等
の
天
然
林
及
び
ス

ギ
・
ア
カ
マ
ツ
等
の
人
工
林
か
ら
成
っ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
地
区
は
､
新
井
田
川
の
水
源
を
蓄

え
､
安
定
し
た
川
の
流
れ
を
保
ち
､
洪
水
や
渇
水
を
緩
和
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
､
ほ
と

ん
ど
が
水
源
か
ん
養
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
｡

新
井
田
川
水
系
の
治
水
事
業
は
､
昭
和
12年
に
馬
ま

淵 べ
ち川 が

わの
支
川
と
し
て
改
修
が
始
め
ら
れ
､

昭
和
14年
に
は
馬
淵
川
の
河
口
を
分
離
す
る
馬
淵
川
放
水
路
事
業
に
着
手
し
､
昭
和
30年
に
現

在
の
よ
う
に
新
井
田
川
単
独
の
水
系
と
な
っ
て
い
る
｡
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と
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保
護
す
る
た
め
の
事
項

13
３
森
・
川
・
海
の
維
持
・
管
理
に
関
す
る
事
項

16
４
管
理
上
必
要
な
保
全
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

16
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海
岸

１
八
戸
市
大
字
鮫
町
及
び
大
字
金
浜
の
区
域
の
う
ち
､
太
平
洋
沿
岸
の
一
部
の
区

域
２
八
戸
市
民
有
林
205林

班
の
内
､
207林

班
の
内
､
227林

班
の
内

３
三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
の
区
域
の
う
ち
､
太
平
洋
沿
岸
の
一
部
の
区
域

２
３

新
井
田
川
の
本
格
的
な
改
修
工
事
は
昭
和
37年
度
か
ら
開
始
さ
れ
､
河
口
か
ら
長
館
橋
ま
で

の
区
間
に
つ
い
て
は
昭
和
51年
度
ま
で
に
堤
防
護
岸
工
事
を
完
了
し
て
い
る
｡
中
流
部
の
風 か
ざ張 は

り・
差 さ
し波 な

み地
区
､
島 し
ま守 も

り地
区
を
同
様
に
計
画
に
取
り
込
み
､
こ
れ
ま
で
に
整
備
を
終
え
て
い
る
｡

２
新
井
田
川
流
域
の
保
全
地
域

新
井
田
川
流
域
に
お
け
る
保
全
地
域
は
､
自
然
環
境
が
優
れ
た
状
態
を
維
持
し
て
い
る
区
域

の
う
ち
､
森
と
川
と
海
の
保
全
を
図
る
上
で
特
に
重
要
と
認
め
ら
れ
る
区
域
と
し
て
､
自
然
環

境
が
優
れ
て
い
る
こ
と
､
多
様
な
動
植
物
や
希
少
な
種
が
生
息
・
生
育
し
て
い
る
こ
と
､
地
域

住
民
と
の
関
わ
り
が
深
い
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
､
下
記
の
区
域
を
保
全
地
域
と
し
て
指
定
す

る
｡

表
１
新
井
田
川
流
域
保
全
地
域

保
全
地
域

森
林

下
記
の
民
有
林
に
含
ま
れ
る
主
な
｢水 す

い土
ど

保
ほ

全 ぜ
ん林 り

ん｣
及
び
｢森

も

林
り

と
人
と
の
共
生

林
｣
の
区
域

＜
民
有
林
＞

(八
戸
市
南
郷
区
)
115林 り

ん班 ぱ
んの
内
､
116林

班
の
内
､
117林

班
､
118林

班
､
119

林
班
の
内
､
120林

班
の
内
､
122林

班
の
内
､
123林

班
の
内
､

124林
班
の
内
､
132林

班
の
内
､
133林

班
の
内
､
134林

班
の
内

(階
上

町
)
336林

班
､
340林

班
の
内
､
341林

班
､
342林

班
､
343林

班
､

344林
班
､
345林

班
､
346林

班
､
347林

班
､
348林

班
､
359

林
班
の
内
､
360林

班
の
内
､
361林

班
の
内
､
362林

班
､
363

林
班
の
内
､
365林

班
､
366林

班
､
367林

班
､
368林

班
､
369

林
班
､
370林

班
､
372林

班
､
373林

班
の
内
､
374林

班
､
375

林
班
､
376林

班
､
381林

班
の
内
､
382林

班
､
383林

班
､
384

林
班
､
385林

班
､
386林

班
､
387林

班
の
内
､
388林

班
､
389

林
班
､
390林

班
､
391林

班
の
内
､
392林

班
の
内

河
川

１
新
に

井
い

田
だ

川 が
わの
区
域
の
う
ち
､
岩
手
県
と
の
県
境
か
ら
海
に
至
る
場
所

２
松 ま
つ館 だ

て川 が
わの
区
域
の
う
ち
､
三
戸
郡
階
上
町
大
字
田
代
字
銭
蒔
地
内
か
ら
新
に

井
い

田
だ

川 が
わへ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

３
馬
ま

渡 わ
た
り川 が

わ及
び
御
み

堂 ど
う川 が

わの
区
域
の
う
ち
､
次
の
�
及
び
�
の
区
域

�
馬
ま

渡 わ
た
り川 が

わの
区
域
の
う
ち
､
八
戸
市
と
三
戸
郡
階
上
町
の
市
町
境
か
ら
松 ま
つ館 だ

て川 が
わ

へ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

�
御
み

堂 ど
う川 が

わの
区
域
の
う
ち
､
三
戸
郡
階
上
町
大
字
鳥
屋
部
字
福
立
沢
地
内
か
ら

馬
ま

渡 わ
た
り川 が

わへ
の
流
入
点
ま
で
の
区
域

４
頃 こ
ろ巻 ま

き川 が
わの
区
域
の
う
ち
､
八
戸
市
南
郷
区
大
字
中
野
字
舘
ノ
下
地
内
か
ら
新
に

井
い

田
だ

川 が
わへ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

５
古 ふ
る里 さ

と川 が
わの
区
域
の
う
ち
､
八
戸
市
南
郷
区
大
字
島
守
字
鍋
倉
地
内
か
ら
新
に

井
い

田
だ

川 が
わへ
の
合
流
点
ま
で
の
区
域
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ク
や
青
森
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
記
載
の
あ
る
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
鳥
類
は
オ
シ
ド
リ
､
ヤ
マ

セ
ミ
､
カ
ワ
ウ
な
ど
の
水
鳥
に
加
え
ミ
サ
ゴ
､
ハ
ヤ
ブ
サ
､
ハ
イ
タ
カ
な
ど
も
見
ら
れ
る
｡

魚
類
は
､
新
井
田
川
上
流
域
で
は
ウ
グ
イ
や
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
､
オ
イ
カ
ワ
な
ど
が
､
下
流
域
で

は
マ
ハ
ゼ
､
ワ
カ
サ
ギ
､
ウ
グ
イ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
｡
こ
の
ほ
か
､
古
里
川
で
は
ヤ
マ
メ

や
イ
ワ
ナ
な
ど
が
､
松
館
川
で
は
イ
ワ
ナ
､
エ
ゾ
ウ
グ
イ
な
ど
が
見
ら
れ
る
｡
環
境
省
レ
ッ
ド

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
や
青
森
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
記
載
の
あ
る
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
魚
類
と
し
て

は
､
新
井
田
川
上
流
域
で
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
が
､
中
流
域
で
タ
ナ
ゴ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､

頃
巻
川
で
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
生
息
す
る
｡

河
川
の
水
質
は
､
｢生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
｣
で
新
井
田
川
長
館
橋
を
境
に

上
流
部
が
河
川
Ａ
類 る
い型 け

い､
下
流
が
河
川
Ｂ
類
型
に
指
定
さ
れ
て
お
り
､
近
年
で
は
環
境
基
準
を

満
足
し
て
お
り
良
好
な
水
質
状
態
と
な
っ
て
い
る
｡

蕪 か
ぶ島 し

まは
ウ
ミ
ネ
コ
の
集
団
繁
殖
地
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
お
り
､
学
術
的
に
価
値
の
高

い
も
の
と
し
て
国
指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
｡
蕪
島
か
ら
南
東
の
大 お
お久

く

喜
き

ま
で
の
種
差

海
岸
は
､
海
浜
植
物
や
山
野
草
が
咲
き
誇
る
中 な
か須

す

賀
か

､
ハ
マ
ナ
ス
の
群
生
地
や
鳴
砂
で
知
ら
れ

る
大 お
お須

す

賀
か

浜 は
ま､
海
水
浴
場
と
し
て
有
名
な
白 し
ら浜 は

ま海
岸
､
釜 か
まの

の

口 く
ち・
白 し
ら岩 い

わ・
弁 べ
ん天 て

ん崎 さ
きな
ど
の
奇
岩

怪
石
と
な
っ
て
い
る
岩
礁
な
ど
様
々
な
景
勝
地
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
､
日
本
の
国
に

と
っ
て
鑑
賞
上
価
値
の
高
い
地
域
と
し
て
､
国
指
定
名
勝
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
種
差
海
岸
の

区
域
に
加
え
､
芝
生
地
帯
や
岩
礁
地
帯
な
ど
自
然
景
観
の
変
化
に
富
む
階
上
海
岸
や
､
北
上
山

系
の
北
端
部
に
位
置
し
広
葉
樹
林
や
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
群
落
が
あ
る
階
上
岳
の
区
域
は
､
｢種
差

海
岸
階
上
岳
県
立
自
然
公
園
｣
に
指
定
さ
れ
て
い
る
｡

種
差
海
岸
周
辺
の
植
物
で
は
､
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
､
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
､
ハ
マ
ギ
ク
､
ミ
チ

ノ
ク
ヤ
マ
タ
バ
コ
､
サ
ク
ラ
ソ
ウ
な
ど
の
植
物
群
落
や
海
岸
草
本
群
落
な
ど
が
断
崖
地
や
砂
丘

海
岸
沿
い
に
分
布
し
て
お
り
､
そ
の
植
生
環
境
の
特
殊
性
か
ら
環
境
省
の
自
然
環
境
保
全
基
礎

調
査
で
は
特
定
植
物
群
落
に
選
定
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
春
に
は
ア
ズ
マ
ギ
ク
や
ハ
マ
エ
ン
ド

ウ
､
夏
に
は
キ
リ
ン
ソ
ウ
や
ハ
マ
ナ
ス
､
ス
カ
シ
ユ
リ
､
秋
に
は
ウ
ン
ラ
ン
や
ハ
チ
ジ
ョ
ウ
ナ
､

ハ
マ
ギ
ク
な
ど
季
節
ご
と
に
多
数
の
植
物
や
草
花
が
見
ら
れ
る
｡

鳥
類
で
は
､
新
井
田
川
河
口
か
ら
蕪 か
ぶ島 し

ま・
種
差
海
岸
周
辺
に
か
け
て
､
ウ
ミ
ネ
コ
を
は
じ
め

と
し
て
ウ
ミ
ウ
､
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
､
ウ
ミ
ア
イ
サ
､
ス
ズ
ガ
モ
な
ど
海
辺
の
水
鳥
が
見
ら
れ
る
｡

環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
や
青
森
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
絶
滅
の
お
そ
れ

の
あ
る
種
と
し
て
は
､
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ
リ
､
コ
ク
ガ
ン
､
シ
ノ
リ
ガ
モ
､
コ
ア
ジ
サ
シ
､

ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど
が
見
ら
れ
る
｡

４
保
全
地
域
の
土
地
利
用
､
地
域
文
化
の
概
要

新
井
田
川
流
域
の
土
地
利
用
状
況
は
､
山
地
等
が
73％
を
占
め
て
お
り
､
水
田
や
畑
地
等
の

農
地
が
17％
､
流
域
全
体
の
10％
を
占
め
る
宅
地
等
市
街
地
は
八
戸
市
に
集
中
し
て
い
る
｡

新
井
田
川
沿
川
の
交
通
体
系
は
､
新
井
田
川
に
平
行
し
て
国
道
340号

と
東
北
縦
貫
自
動
車

道
八
戸
線
が
通
っ
て
い
る
ほ
か
､
国
道
45号
が
下
流
域
を
東
西
に
通
り
､
こ
の
幹
線
道
路
に
県

道
が
連
結
し
て
い
る
｡

新
井
田
川
上
流
域
に
は
､
｢八
戸
市
民
の
森
不 な
ら習 わ

ず岳 だ
け｣
が
あ
り
､
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
さ
れ

る
な
ど
多
様
な
野
鳥
が
見
ら
れ
る
ほ
か
､
シ
ラ
カ
ン
バ
な
ど
の
広
葉
樹
や
ツ
ツ
ジ
が
見
ら
れ
､

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
学
習
の
場
と
し
て
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡
島
守
地
区

４
５

３
保
全
す
べ
き
森
・
川
・
海
の
環
境
の
特
質
の
概
要

階 は
し上 か

み山 さ
ん地

ち

は
階 は
し上 か

み岳 だ
け

(標
高
740ｍ

)
を
主
峰
と
し
て
､
鳩 は
と岳 だ

け

(標
高
529ｍ

)
､
つ
く
し
森

(標
高
425ｍ

)
な
ど
で
構
成
さ
れ
､
別
名
｢臥

が

牛 ぎ
ゅ
う山 ざ

ん｣
と
も
呼
ば
れ
る
従
順
地
形
を
し
て
い

る
｡
八
戸
台
地
と
の
境
界
は
標
高
約
200ｍ

で
､
明
瞭
に
台
地
か
ら
山
地
に
変
化
し
､
階
上
岳

の
地
質
は
花
か

崗 こ
う岩 が

ん類
､
山
麓
は
火
山
岩
層
で
あ
る
｡
階
上
岳
周
辺
は
種 た
ね差 さ

し海 か
い岸 が

んと
と
も
に
｢種

差
海
岸
階
上
岳
県
立
自
然
公
園
｣
に
指
定
さ
れ
て
お
り
､
山
頂
付
近
は
ミ
ズ
ナ
ラ
､
カ
シ
ワ
､

コ
ナ
ラ
､
シ
ラ
カ
ン
バ
な
ど
の
広
葉
樹
林
で
､
周
辺
は
ス
ギ
､
ア
カ
マ
ツ
林
が
広
が
り
､

大
開
平

お
お
び
ら
き
だ
い
らに
は
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
群
落
も
あ
る
な
ど
四
季
折
々
の
自
然
が
魅
力
で
あ
る
｡
特
に
､

郷
土
景
観
を
代
表
す
る
植
物
群
落
と
し
て
の
｢階
上
岳
植
物
群
落
｣
や
｢階
上
岳
周
辺
の
シ
ラ

カ
ン
バ
林
｣
は
､
学
術
的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
環
境
省
の
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
で
は
特

定
植
物
群
落
に
選
定
さ
れ
て
い
る
｡

北
上
山
地
を
北
流
し
青
森
県
に
入
る
新
井
田
川
は
､
険
し
い
谷
壁
の
間
を
蛇
行
し
な
が
ら
北

流
し
､
島
守
盆
地
で
古
里
川
と
合
流
す
る
｡
島
守
地
区
の
新
井
田
川
は
､
中
州
が
あ
り
早
瀬
・

平
瀬
・
淵
が
あ
る
な
ど
河
川
形
態
が
多
様
で
､
自
然
河
川
を
呈
し
て
い
る
｡
島
守
盆
地
か
ら
は
､

再
び
険
し
い
谷
壁
の
間
を
蛇
行
し
な
が
ら
北
流
し
､
左
支
川
頃
巻
川
､
右
支
川
松
館
川
を
合
流

し
た
後
八
戸
台
地
を
貫
流
し
､
太
平
洋
に
注
い
で
い
る
｡
松
館
川
合
流
付
近
は
､
全
体
に
平
瀬

が
卓
越
し
両
岸
に
は
草
本
類
が
繁
茂
す
る
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て
い
る
｡
松
館
川

合
流
点
よ
り
下
流
は
､
複
断
面
河
道
で
整
備
さ
れ
､
比
較
的
広
い
河
道
幅
と
河
道
内
の
緑
に
よ

り
開
放
的
な
河
川
景
観
と
な
っ
て
い
る
｡

上
流
域
の
島
守
地
区
で
は
､
水
際
や
州
な
ど
に
ツ
ル
ヨ
シ
を
中
心
と
し
た
草
地
が
広
が
っ
て

お
り
､
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
低
木
林
が
点
在
し
て
い
る
｡
堤
内
地
で
は
､
ア
カ
シ
デ
を
伴
っ
た
ケ
ヤ

キ
林
､
ア
カ
マ
ツ
林
､
コ
ナ
ラ
林
が
広
が
っ
て
い
る
｡
中
流
域
の
頃
巻
川
合
流
点
で
は
､
水
際

に
ツ
ル
ヨ
シ
を
中
心
と
し
た
草
地
が
帯
状
に
形
成
さ
れ
所
々
に
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
低
木
林
が
あ
る
｡

堤
外
地
は
オ
ニ
グ
ル
ミ
､
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
な
ど
が
優
占
す
る
低
木
～
亜
高
木
林
が
成
立
し
て
い

る
｡
松
館
川
で
は
水
際
法 の
り面 め

ん下
部
に
オ
ニ
グ
ル
ミ
や
ハ
ル
ニ
レ
の
低
木
が
群
落
を
形
成
し
､
山

地
斜
面
は
ミ
ズ
ナ
ラ
・
コ
ナ
ラ
林
な
ど
が
広
が
っ
て
い
る
｡
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
や

青
森
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
植
物
と
し
て
は
､
新
井
田

川
上
流
域
で
は
ア
キ
ノ
ハ
ハ
コ
グ
サ
や
タ
チ
ハ
コ
ベ
､
イ
ワ
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
が
､
下
流
域
で
は

ナ
ガ
ミ
ノ
ツ
ル
キ
ケ
マ
ン
や
タ
コ
ノ
ア
シ
な
ど
が
､
松
館
川
で
は
ナ
ガ
ミ
ノ
ツ
ル
キ
ケ
マ
ン
や

キ
ン
ラ
ン
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
｡
こ
の
ほ
か
沿
川
の
植
物
群
落
と
し
て
｢不 な

ら習 わ
ずの
ク
リ
ン
ソ

ウ
｣
や
｢島
守
の
ヤ
シ
ャ
ゼ
ン
マ
イ
｣､
｢龍 り

ゅ
う興 こ

う山 や
ま神
社
の
ビ
ロ
ー
ド
ト
ラ
ノ
オ
｣
な
ど
は
学
術

的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
特
定
植
物
群
落
に
選
定
さ
れ
て
い
る
｡

ほ
乳
類
は
､
階
上
岳
周
辺
に
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

を
は
じ
め
､
キ
ツ
ネ
､
タ
ヌ
キ
､
イ
タ
チ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
｡
こ
の
ほ
か
新
井
田
川
上
流

域
に
は
､
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
ヤ
マ
ネ
､
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
や
青
森
県
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
に
記
載
の
あ
る
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
ほ
乳
類
と
し
て
ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
や
コ
テ
ン
グ

コ
ウ
モ
リ
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
｡

鳥
類
は
､
上
流
域
の
｢八
戸
市
民
の
森
不 な
ら習 わ

ず岳 だ
け｣
で
は
イ
カ
ル
や
ツ
ツ
ド
リ
が
見
ら
れ
､
フ

ク
ロ
ウ
､
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
､
マ
ミ
ジ
ロ
な
ど
の
希
少
種
も
見
ら
れ
る
｡
新
井
田
川
沿
川
の
島

守
地
区
で
は
ミ
サ
ゴ
､
カ
ワ
セ
ミ
､
ツ
バ
メ
､
ツ
ツ
ド
リ
な
ど
が
､
下
流
付
近
で
は
ア
オ
サ
ギ
､

オ
オ
バ
ン
､
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
､
コ
ミ
ミ
ズ
ク
な
ど
が
見
ら
れ
る
｡
環
境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
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の
清
掃
活
動
を
毎
月
行
っ
て
お
り
､
特
に
定
期
清
掃
を
行
っ
て
い
る
大
須
賀
浜
は
鳴
砂
海
岸
に

認
定
さ
れ
､
平
成
19年
９
月
に
は
全
国
鳴
砂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
も
と
､
鳴
砂
の
保
全
活
用

と
次
世
代
へ
の
継
承
に
つ
い
て
考
え
る
｢全
国
鳴
砂
サ
ミ
ッ
ト
inは
ち
の
へ
｣
を
共
催
し
た
｡

清
掃
奉
仕
活
動
は
､
｢八
戸
南
高
校
｣
や
｢八
戸
う
み
ね
こ
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
｣､
｢の
ぞ
み

園
｣
等
が
蕪
島
周
辺
を
､
種
差
海
岸
で
は
｢八
戸
水
産
高
校
｣
や
｢八
戸
市
立
大
久
喜
小
学
校
｣

が
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
｡
ま
た
､
八
戸
市
の
市
民
講
座
｢鴎 お

う盟 め
い大
学
｣
の
メ
ン
バ
ー
が

｢種
差
海
岸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
｣
等
の
協
力
の
下
､
種
差
海
岸
の
外
来
植
物
駆
除

活
動
を
､
｢鮫
の
自
然
を
守
る
会
｣
は
種
差
海
岸
の
植
物
を
守
る
た
め
毎
週
巡
視
活
動
を
行
っ

て
い
る
｡
こ
の
ほ
か
｢八
戸
市
立
種
差
小
学
校
｣
は
県
主
催
の
景
観
学
習
教
室
で
種
差
海
岸
の

景
観
を
守
る
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
､
｢八
戸
短
期
大
学
｣
は
白
浜
海
岸
に
お
い
て
毎
年
砂
浜

彫
刻
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
｡

八
戸
・
三
戸
地
域
は
､
｢是 こ

れ川 か
わ石
器
時
代
遺
跡
｣
な
ど
の
縄
文
遺
跡
や
古
代
の
｢丹 た

ん後
ご

平 た
い古

こ

墳 ふ
ん群 ぐ

ん｣
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
､
太
古
の
昔
か
ら
生
活
が
営
ま
れ
開
け
て
き
た
ほ
か
､
南
北
朝
時

代
の
根
城
南
部
氏
や
､
南
部
直
房
を
初
代
藩
主
と
し
た
八
戸
藩
の
城
下
町
八
戸
市
を
中
心
に
栄

え
て
き
た
地
域
で
あ
る
｡
そ
の
た
め
､
南
北
朝
時
代
の
史
跡
｢根
城
跡
｣
や
､
南
部
総
鎮
守
で

あ
る
｢櫛
引
八
幡
宮
｣
と
そ
の
｢宝
物
殿
｣
な
ど
の
文
化
遺
産
が
多
数
点
在
し
て
い
る
｡

約
280年

余
り
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
日
本
一
の
山
車
祭
り
｢八
戸
三
社
大
祭
｣
や
､
南
部

地
方
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
春
を
告
げ
る
豊
年
祈
願
の
祭
｢え
ん
ぶ
り
｣
な
ど
の
伝
統
行
事
は
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
ほ
か
､
｢南
郷
サ
マ
ー
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
｣
や
｢島
守
春
ま
つ
り
｣
､
階
上
町
の
｢赤 あ

か保
ぼ

内 な
い駒
踊
り
｣
や
｢神
楽
｣
な
ど
新
井

田
川
流
域
に
は
郷
土
色
豊
か
な
祭
や
伝
統
行
事
な
ど
が
あ
る
｡

５
保
全
の
方
針
そ
の
他
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

�
保
全
の
目
標

森
､
川
､
海
は
､
地
域
住
民
の
生
活
と
結
び
つ
い
て
､
様
々
な
説
話
､
風
俗
習
慣
等
の
地
域

文
化
を
形
成
し
て
き
た
が
､
保
全
地
域
は
､
特
に
流
域
の
特
色
を
有
す
る
貴
重
な
財
産
で
あ
る

こ
と
か
ら
､
流
域
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
そ
の
価
値
を
正
し
く
認
識
し
､
そ
れ
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
と
の
共
生
を
積
極
的
に
図
る
と
い
う
考
え
の
下
に
連
携

し
て
一
体
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
努
め
る
｡

ま
た
､
森
・
川
・
海
の
保
全
及
び
創
造
に
お
い
て
は
､
で
き
る
限
り
自
然
の
状
態
を
維
持
す
る

と
い
う
基
本
の
下
に
､
流
域
の
特
質
に
配
慮
し
､
適
切
に
実
施
す
る
｡

こ
の
こ
と
に
よ
り
､
新
井
田
川
流
域
の
森
・
川
・
海
が
､
四
季
折
々
の
変
化
に
富
ん
だ
豊
か

で
美
し
い
自
然
に
彩
ら
れ
､
様
々
な
生
物
を
育
み
､
そ
の
中
で
地
域
住
民
が
潤
い
と
安
ら
ぎ
を

得
な
が
ら
暮
ら
せ
る
特
色
の
あ
る
新
井
田
川
流
域
の
姿
を
実
現
す
る
｡

�
保
全
施
策

上
記
の
目
標
達
成
に
向
け
て
､
次
の
施
策
を
実
施
す
る
｡

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築

保
全
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
､
流
域
の
視
点
か
ら
地
域
住
民
､
事
業
者
､
民
間
団
体
､

関
係
市
町
村
､
国
及
び
県
が
協
力
し
て
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
､

新
井
田
川
流
域
に
お
け
る
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
｡

イ
定
期
的
な
観
察
・
巡
視
・
調
査
と
適
切
な
管
理

６
７

に
は
､
新
井
田
川
｢水
辺
の
楽 が
っ校 こ

う｣
が
あ
り
親
水
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
り
､
ま
た
周
辺
に
は

｢散
策
の
道
龍 り
ゅ
う興 こ

う山 や
ま｣
や
水
車
小
屋
､
ホ
タ
ル
水
路
な
ど
が
あ
る
ほ
か
､
｢平 ひ

らノ
の

下 し
た河 か

わ原
ら

農
村

公
園
｣
に
は
野
鳥
観
察
小
屋
が
あ
る
な
ど
自
然
体
験
や
環
境
学
習
の
場
と
し
て
多
く
の
市
民
に

利
用
さ
れ
て
い
る
｡
松
館
川
上
流
域
の
｢階
上
岳
つ
つ
じ
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
｣
に
は
散
策
路
が

整
備
さ
れ
て
お
り
､
階
上
岳
の
自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
｡
松
館
川
で
は
､
金 か
ね山 や

ま沢 さ
わ地
区

に
採
石
地
跡
の
石
灰
岩
壁
を
生
か
し
た
｢ふ
る
里
河
川
公
園
｣
が
あ
り
､
親
水
広
場
や
河
川
プ
ー

ル
が
整
備
さ
れ
て
い
る
な
ど
､
子
ど
も
た
ち
の
水
生
生
物
調
査
や
自
然
体
験
な
ど
を
は
じ
め
と

し
て
､
緑
豊
か
な
自
然
と
水
に
親
し
み
あ
う
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
､
近
隣
の

市
町
村
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

森
・
川
・
海
と
人
と
の
関
わ
り
と
し
て
の
住
民
活
動
は
､
新
井
田
川
上
流
域
の
青 あ
お葉

ば

湖
こ

で
県

主
催
の
｢森
と
湖
に
親
し
む
集
い
｣
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
､
小
学
校
児
童
に
よ
る
植
樹
や

ヤ
マ
メ
稚
魚
放
流
な
ど
豊
か
な
自
然
を
守
る
意
識
啓
発
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
平
成
18年

度
に
は
､
市
民
の
森
不
習
岳
で
県
と
三
八
地
区
林
業
・
木
材
産
業
振
興
協
議
会
主
催
に
よ
る

｢森
と
水
の
教
室
｣
が
行
わ
れ
､
三
八
地
域
の
小
学
生
が
森
の
観
察
や
森
林
土
壌
の
学
習
､
世

増
ダ
ム
の
見
学
な
ど
野
外
観
察
を
通
じ
て
森
と
川
の
つ
な
が
り
を
学
ん
で
い
る
｡
階
上
岳
周
辺

で
は
､
｢階
上
町
立
階
上
小
学
校
｣
や
｢登 の

ぼ切 き
り小
学
校
｣
の
児
童
が
階
上
岳
清
掃
登
山
を
毎
年

行
っ
て
い
る
｡

新
井
田
川
で
の
住
民
活
動
で
は
､
｢八
戸
市
立
島
守
中
学
校
｣
が
水
辺
環
境
へ
の
意
識
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
県
主
催
の
水
辺
再
発
見
推
進
事
業
で
新
井
田
川
の
水
生
生
物
調
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
､
同
中
学
校
は
こ
の
ほ
か
､
新
井
田
川
や
古
里
川
で
水
質
調
査
や
野
鳥
観

察
会
な
ど
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
｡
馬
渡
川
で
は
｢が
ん
じ
ゃ
里
山
の
会
｣
が
環
境
教
育
を
実

施
し
て
い
る
｡
下
流
域
で
は
｢新
井
田
川
を
き
れ
い
に
す
る
会
｣
が
､
新
井
田
川
流
域
住
民
の

健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
維
持
を
目
的
に
年
３
回
の
河
川
清
掃
活
動
に
加
え
草
刈
等
を
毎
年

実
施
し
､
県
ふ
る
さ
と
の
水
辺
サ
ポ
ー
タ
ー
に
認
定
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
新
井
田
川
堤
防
保

護
組
合
で
も
長
館
橋
か
ら
河
口
ま
で
の
清
掃
活
動
を
年
２
回
毎
年
実
施
し
て
い
る
｡
階
上
町
金

山
沢
に
あ
る
松
館
川
の
｢ふ
る
里
河
川
公
園
｣
で
は
､
｢階
上
町
立
金
山
沢
小
学
校
｣
児
童
が

清
掃
活
動
や
野
鳥
観
察
､
自
然
体
験
学
習
な
ど
を
､
｢八
戸
市
立
城
下
小
学
校
｣
児
童
が
八
戸

市
主
催
の
水
生
生
物
調
査
｢せ
せ
ら
ぎ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
｣
を
実
施
し
て
い
る
｡

｢Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
・
川
・
海
の
環
境
保
全
ネ
ッ
ト
八
戸
｣
は
､
森
や
川
､
海
な
ど
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
､
新
井
田
川
上
流
か

ら
下
流
ま
で
の
見
学
､
川
の
源
流
散
策
､
世
よ

増 ま
さ
りダ
ム
の
見
学
や
サ
ケ
の
採
卵
・
放
流
体
験
を
行

う
｢新
井
田
川
探
訪
会
｣
を
実
施
し
て
い
る
｡
県
南
部
地
域
河
川
流
域
の
市
町
村
で
構
成
す
る

｢南
部
ふ
る
さ
と
の
川
連
携
協
議
会
｣
は
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
､
流
域
小
学
校

児
童
を
対
象
と
し
た
｢ふ
る
さ
と
の
川
・
み
ず
調
査
｣
や
河
川
清
掃
を
行
う
｢ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー

ン
作
戦
｣
を
実
施
し
て
い
る
｡
ま
た
､
八
戸
市
が
主
催
す
る
｢子
ど
も
水
質
探
検
隊
｣
で
は
､

新
井
田
川
流
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
､
新
井
田
川
の
上
流
か
ら
下
流
の
数
箇
所
の
水
質
調

査
な
ど
を
行
い
､
そ
の
結
果
を
通
じ
て
生
活
排
水
対
策
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
を
行
っ
て
い
る
｡

こ
の
ほ
か
水
辺
の
利
用
と
し
て
は
､
南
郷
観
光
協
会
が
｢青
葉
湖
屋
形
船
遊
覧
｣
を
実
施
し
､

青
葉
湖
の
豊
か
な
自
然
を
湖
上
か
ら
見
学
し
､
サ
ギ
や
ウ
な
ど
の
野
鳥
を
観
察
し
て
い
る
｡
ま

た
､
新
井
田
川
下
流
域
で
は
夏
に
｢灯 と

う篭 ろ
う流
し
｣
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

海
岸
の
区
域
で
は
､
｢は
ち
の
へ
小
さ
な
浜
の
会
｣
が
葦 あ
し毛

げ

崎 ざ
きか
ら
白
浜
海
岸
ま
で
の
区
域
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表
２
公
共
用
水
域
水
質
測
定
地
点
及
び
日
常
的
清
流
管
理
区
間

※
注
：
管
理
地
点
及
び
管
理
区
間
は
図
２
の
と
お
り

イ
管
理
内
容

現
在
の
良
好
な
自
然
環
境
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
､
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
以

下
の
管
理
を
国
､
県
､
八
戸
市
､
階
上
町
及
び
流
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
維
持
管
理

し
て
い
く
こ
と
と
す
る
｡

保
全
地
域
の
管
理
に
つ
い
て
は
､
継
続
的
に
水
質
や
ゴ
ミ
投
棄
等
の
現
状
把
握
を
実

施
す
る
と
と
も
に
巡
視
等
に
よ
り
管
理
を
行
う
｡

�
管
理
の
内
容

・
水
質
の
把
握

・
ゴ
ミ
の
投
棄
や
汚
濁
排
水
状
況
の
把
握

・
そ
の
他
河
岸
の
状
況
の
把
握

�
管
理
の
方
法

参
加
型
・
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
活
用
す
る
ほ
か
､
今
後
の
地
元
協

議
に
よ
り
役
割
分
担
を
行
う
｡

８
９

保
全
地
域
を
中
心
に
新
井
田
川
流
域
の
良
好
な
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
､
定
期
的
な
森
・

川
・
海
の
観
察
・
巡
視
・
調
査
を
行
い
､
適
切
な
管
理
を
行
う
｡

ウ
人
と
の
積
極
的
な
関
わ
り
合
い
の
場
の
活
用

関
係
機
関
と
連
携
し
､
環
境
学
習
の
場
等
と
し
て
活
用
を
推
進
し
､
森
・
川
・
海
の
保

全
へ
の
理
解
を
育
む
｡
さ
ら
に
､
地
元
と
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る
各
区
域
で
の
体
験
学

習
等
の
取
り
組
み
を
推
進
し
､
森
・
川
・
海
の
一
体
的
な
保
全
へ
の
理
解
を
深
め
る
｡

エ
特
定
行
為
に
対
す
る
適
切
な
対
処

特
定
行
為
の
届
出
に
つ
い
て
は
､
内
容
を
的
確
に
把
握
し
､
適
切
な
指
導
・
勧
告
を
通

じ
て
保
全
上
の
適
切
な
方
向
へ
の
誘
導
を
図
る
｡

な
お
､
特
定
行
為
の
届
出
の
適
用
除
外
と
な
る
森
林
法
､
河
川
法
､
県
自
然
環
境
保
全

条
例
等
の
法
令
に
基
づ
く
許
認
可
等
に
お
い
て
は
､
各
法
に
基
づ
く
保
全
上
の
審
査
を
行

う
こ
と
に
よ
り
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
を
図
る
｡

オ
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
適
切
な
創
造
の
推
進

創
造
施
策
に
お
い
て
は
､
新
井
田
川
流
域
の
過
去
を
考
察
し
､
多
様
な
生
物
が
生
息
・

生
育
す
る
森
と
川
と
海
の
環
境
を
持
続
可
能
な
状
態
で
次
の
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に

取
り
組
む
｡

�
岩
手
県
と
の
連
携

新
井
田
川
の
本
県
よ
り
上
流
部
分
は
､
｢岩
手
県
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び

創
造
に
関
す
る
条
例
｣
を
制
定
し
て
い
る
岩
手
県
に
属
す
る
こ
と
か
ら
､
岩
手
県
条
例
に
基

づ
く
基
本
計
画
で
あ
る
｢カ
シ
オ
ペ
ア
連
邦
流
域
ビ
ジ
ョ
ン
｣
(二
戸
地
方
振
興
局
)
の
基

本
目
標
｢未
来
へ
つ
な
ぐ
健
全
な
水
と
緑
の
保
全
｣
と
の
連
携
の
下
､
保
全
施
策
を
実
施
す

る
｡

第
２
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
つ
い
て
の
施
策
に
関
す
る
事
項

１
清
流
管
理
指
針

保
全
地
域
内
の
河
川
に
お
い
て
､
河
川
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
の
指
針
､
保
全
施

策
の
た
め
の
指
標
と
す
る
｡

な
お
､
本
指
針
で
は
下
記
の
２
つ
の
方
法
で
管
理
を
行
う
｡

ア
公 こ
う共 き
ょ
う用 よ

う水 す
い域 い

き水
質
測
定

新
井
田
川
で
は
各
観
測
地
点
に
お
い
て
､
｢生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
｣
に

定
め
る
項
目
に
つ
い
て
水
質
測
定
を
八
戸
市
が
継
続
的
に
行
う
｡

イ
日
常
的
な
清
流
管
理

ふ
る
さ
と
環 か
ん境 き
ょ
う守 も

り人
と

､
地
域
住
民
等
に
よ
り
日
常
的
な
管
理
を
行
う
｡

�
清
流
管
理
の
基
本
的
事
項

ア
管
理
区
間

管
理
区
間
は
､
保
全
地
域
指
定
で
定
め
た
河
川
の
う
ち
下
表
の
地
点
と
す
る
｡

区
分

管
理
地
点
及
び
管
理
区
間

公
共
用
水
域
水
質
測
定

湊 み
な
と橋 ば
し

塩 し
お入 い

り橋 ば
し

新
に

井
い

田
だ

橋 ば
し

長 ち
ょ
う館 か
ん橋 ば

し

鷹 た
かノ

の

巣
す

橋 ば
し

日
常
的
清
流
管
理

新
に

井
い

田
だ

大 お
お橋 は

し付
近

是 こ
れ川 か

わ橋 ば
し付
近

ふ
る
里 さ
と河

か

川 せ
ん公 こ

う園 え
ん付
近
(松 ま

つ館 だ
て川 が

わ)
馬
ば

場
ば

橋 ば
し付
近
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イ
管
理
す
べ
き
基
準
値
と
清
流
管
理
の
目
安

�
公
共
用
水
域
水
質
測
定

表
４
に
示
す
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
を
満
足
す
る
こ
と
｡

�
日
常
的
な
清
流
管
理

�
水
量

渇
水
時
に
瀬
せ

涸
が

れ
等
が
生
じ
な
い
こ
と
｡

�
水
質

透
視
度
､
臭
気
等
の
異
常
が
な
い
こ
と
｡

�
魚
類

既
存
調
査
で
確
認
さ
れ
た
種
の
生
息
範
囲
(図
３
)
や
行
動
を
目
安
と
す
る
｡

ま
た
､
浮
上
死
等
の
異
常
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
｡

図
３
既
存
調
査
に
よ
る
魚
類
の
生
息
範
囲
の
目
安

注
１
：
新
井
田
川
の
上
･中
･下
流
域
区
分
は
､河
川
形
態
に
よ
り
以
下
の
と
お
り
と
し
た
｡

上
流
域
：
県
境
か
ら
妻 さ
いノ

の

神 か
み橋 ば

しま
で
の
区
域

中
流
域
：
妻
ノ
神
橋
か
ら
松
館
川
合
流
点
ま
で
の
区
域

下
流
域
：
松
館
川
合
流
点
か
ら
河
口
ま
で
の
区
域

注
２
：
図
３
の
魚
類
は
現
地
調
査
時
の
確
認
種
で
あ
る
｡

 

10
11

図
２
管
理
区
間
位
置
と
公
共
用
水
域
水
質
測
定
地
点

�
清
流
管
理
の
た
め
の
指
標

ア
管
理
指
標
の
設
定

�
公
共
用
水
域
水
質
測
定

公
共
用
水
域
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
水
質
基
準
｢生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環

境
基
準
｣
の
５
項
目
(ｐ
Ｈ
・
Ｂ
Ｏ
Ｄ
・
Ｓ
Ｓ
・
Ｄ
Ｏ
・
大
腸
菌
群
数
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
日
常
的
な
清
流
管
理

�
水
量

目
視
に
よ
る
渇
水
時
の
流
量
を
指
標
と
す
る
｡

�
水
質

流
水
の
性
状
(透
視
度
､
臭
気
等
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
魚
類

魚
類
の
生
息
状
況
(生
息
範
囲
､
行
動
､
浮
上
死
な
ど
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
水
生
生
物

表
３
｢水
生
生
物
に
よ
る
水
質
判
定
｣
に
示
さ
れ
た
種
を
指
標
と
す
る
｡
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２
森
・
川
・
海
の
主
要
な
要
素
を
保
護
す
る
た
め
の
事
項

�
森
林
の
区
域

ア
森
林
は
､
地
域
に
お
け
る
貴
重
な
産
業
・
観
光
・
自
然
資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
森
林

の
公
益
的
機
能
が
持
続
的
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
｡
ま
た
､
地
域
住
民
な
ど
県
民
参

加
の
植
樹
や
育
樹
を
通
じ
て
｢森
づ
く
り
｣
の
活
動
を
推
進
し
､
地
域
に
開
か
れ
た
適
切

な
森
林
の
保
全
・
育
成
に
努
め
る
｡

イ
植
樹
・
育
樹
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
推
進
を
通
じ
､
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
の
重

要
性
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
､
森
の
保
全
・
育
成
を
担
う
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
人
材
や
担
い
手
の
育
成
を
図
る
｡

ウ
新
井
田
川
流
域
の
優
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
､
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
､
地

域
住
民
等
の
連
携
に
よ
り
巡
視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

エ
｢市
民
の
森
不
習
岳
｣
等
に
お
い
て
､
地
域
住
民
並
び
に
流
域
外
の
人
々
が
共
に
自
然

と
親
し
み
､
憩
い
や
す
ら
ぐ
場
､
自
然
環
境
教
育
・
学
習
の
場
と
し
て
の
活
用
を
推
進
す

る
｡

�
河
川
の
区
域

ア
新
井
田
川
で
は
希
少
種
で
あ
る
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
や
タ
ナ
ゴ
な
ど
の
清
流
に
生
息
す
る
生
物

が
見
ら
れ
､
沿
川
で
は
オ
シ
ド
リ
､
ヤ
マ
セ
ミ
､
カ
ワ
ウ
な
ど
希
少
な
水
鳥
が
見
ら
れ
る

な
ど
多
種
多
様
な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
の
生

物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
､
ふ
る
さ
と
環 か
ん境 き

ょ
う守 も

り人
と

､
河
川
監
視
員
､
鳥

獣
保
護
員
､
地
域
住
民
等
と
の
連
携
に
よ
り
巡
視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

イ
新
井
田
川
は
八
戸
・
三
戸
地
方
の
生
活
の
基
盤
や
歴
史
､
文
化
､
風
土
を
形
成
し
育
ん

で
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
､
歴
史
､
文
化
､
環
境
学
習
が
で

き
る
場
な
ど
人
と
河
川
が
豊
か
に
ふ
れ
あ
え
る
よ
う
な
場
の
確
保
に
努
め
る
｡

ウ
新
井
田
川
は
良
好
な
水
質
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
河
川
の
利
用
状
況
や
沿
川
地

域
の
水
利
用
状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
､
下
水
道
等
の
関
連
事
業
や
関
係
機
関
と
の
連

携
・
調
整
､
生
活
排
水
対
策
な
ど
地
域
住
民
と
の
連
携
を
図
り
､
良
好
な
水
質
を
次
代
に

引
き
継
げ
る
よ
う
に
努
め
る
｡

エ
河
川
環
境
に
関
す
る
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
､
定
期
的
に
保
全
地
域
を
中
心
と
し
た
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
｡
ま
た
､
地
域
住
民
や
市
民
団
体
等
と
幅
広
く
情
報
共
有
し
､
住

民
参
加
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
や
河
川
清
掃
､
河
川
愛
護
活
動
を
推
進
し
､
良
好
な
水
環

境
の
保
全
に
努
め
る
｡

オ
地
域
住
民
等
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
､
河
川
等
で
見
ら
れ
る
魚
類
及
び
植
物
の
よ
り
よ

い
生
息
・
生
育
環
境
の
維
持
・
保
全
並
び
に
河
川
の
美
化
・
水
質
の
向
上
・
維
持
に
努
め

る
｡
ま
た
､
子
ど
も
た
ち
の
水
質
調
査
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
環
境
活
動
な
ど
に
よ
り
､

河
川
の
自
然
環
境
の
保
全
を
推
進
す
る
｡

�
海
岸
の
区
域

ア
国
指
定
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
種
差
海
岸
は
､
白 は
く砂 し

ゃ青 せ
い松 し

ょ
う､
大
小
の
岩
礁
､
小
島
が

交
互
に
続
き
､
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
､
海
浜
植
物
が
咲
き
乱
れ
る
な
ど
優
れ
た
景
観
を

呈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
の
景
観
の
維
持
・
保
全
に
努
め
る
｡

イ
蕪 か
ぶ島 し

まや
種
差
海
岸
を
は
じ
め
と
す
る
海
岸
の
区
域
は
､
多
く
の
野
鳥
の
飛
来
・
生
息
地

と
な
っ
て
お
り
､
希
少
な
種
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
地
域
住
民
に
よ
る
野
鳥
観
察
が

12
13

表
３
水
生
生
物
に
よ
る
水
質
判
定

※
下
線
部
は
､
現
地
調
査
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
種

表
４
公
共
用
水
域
水
質
測
定
地
点
と
環
境
基
準

水
質
判
定

指
標
生
物

き
れ
い
な
水

(Ⅰ
)

カ
ワ
ゲ
ラ
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
ナ
ガ
レ
ト
ビ
ケ
ラ
ヤ
マ
ト
ビ
ケ
ラ

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
ブ
ユ
ア
ミ
カ
サ
ワ
ガ
ニ
ウ
ズ
ム
シ

少
し
き
た
な
い
水

(Ⅱ
)

コ
ガ
タ
シ
マ
ト
ビ
ケ
ラ
オ
オ
シ
マ
ト
ビ
ケ
ラ
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
イ
シ
マ
キ
ガ
イ

カ
ワ
ニ
ナ
ス
ジ
エ
ビ

き
た
な
い
水

(Ⅲ
)

ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
タ
イ
コ
ウ
チ
ミ
ズ
ム
シ
イ
ソ
コ
ツ
ブ
ム
シ

ニ
ホ
ン
ド
ロ
ソ
コ
エ
ビ
タ
ニ
シ
ヒ
ル

大
変
き
た
な
い
水

(Ⅳ
)

セ
ス
ジ
ユ
ス
リ
カ
チ
ョ
ウ
バ
エ
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
サ
カ
マ
キ
ガ
イ

エ
ラ
ミ
ミ
ズ

水
質
測
定
地
点

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準

鷹 た
かノ
の

巣
す

橋 ば
し

長 ち
ょ
う館 か
ん橋 ば

し

河
川
環
境
基
準
Ａ
類
型

ｐ
H
：
6.5以

上
8.5以

下

Ｂ
Ｏ
Ｄ
：
２
㎎
/�
以
下

Ｓ
Ｓ
：
25㎎
/�
以
下

Ｄ
Ｏ
：
7.5㎎

/�
以
上

大
腸
菌
群
数
：
1,000Ｍ

Ｐ
Ｎ
/100�

以
下

新
に

井
い

田
だ

橋 ば
し

塩 し
お入 い

り橋 ば
し

湊 み
な
と橋 ば
し

河
川
環
境
基
準
Ｂ
類
型

ｐ
Ｈ
：
6.5以

上
8.5以

下

Ｂ
Ｏ
Ｄ
：
３
㎎
/�
以
下

Ｓ
Ｓ
：
25㎎
/�
以
下

Ｄ
Ｏ
：
５
㎎
/�
以
上

大
腸
菌
群
数
：
5,000Ｍ

Ｐ
Ｎ
/100�

以
下
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力
・
状
態
を
参
考
に
し
､
人
も
含
め
た
生
態
系
の
活
動
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
森
づ
く
り

や
川
づ
く
り
､
海
づ
く
り
を
推
進
す
る
｡

イ
自
然
の
作
用
を
最
大
限
に
活
用
し
た
森
・
川
・
海
づ
く
り

�
森
・
川
・
海
自
身
が
つ
く
る
作
用
を
最
大
限
に
活
用
し
､
多
様
な
形
状
の
保
全
・
復

元
に
努
め
る
｡

�
海
岸
に
つ
い
て
は
､
岩
礁
や
砂
浜
の
持
つ
自
然
の
消
波
機
能
を
活
用
す
る
と
と
も
に
､

貴
重
な
自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に
努
め
る
｡

�
河
川
の
水
や
土
砂
の
流
れ
の
確
保
に
努
め
る
｡

ウ
注
目
す
べ
き
生
物
の
保
存
を
確
保
す
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

希
少
種
や
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
生
物
､
地
域
の
良
好
な
環
境
を
代
表
す
る
生
物
を
含

め
た
生
態
系
を
保
全
す
る
視
点
に
立
っ
た
事
業
実
施
に
努
め
る
｡

エ
地
域
住
民
と
の
対
話
に
よ
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

新
井
田
川
流
域
の
特
性
に
応
じ
た
森
・
川
・
海
づ
く
り
を
行
う
に
当
た
っ
て
､
地
域
住

民
等
の
知
見
・
情
報
を
活
用
す
る
と
と
も
に
､
地
域
住
民
等
と
の
連
携
や
役
割
分
担
に
よ

り
取
り
組
む
｡

オ
関
係
行
政
機
関
の
連
携
強
化
に
よ
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
､
個
々
の
事
業
者
が
関
連
す
る
整
備
を
行
う
場
合

に
は
十
分
な
調
整
を
図
る
｡

カ
持
続
可
能
な
森
づ
く
り

中
・
下
流
域
に
存
す
る
育
成
途
上
の
森
林
に
つ
い
て
は
､
間 か
ん伐 ば

つな
ど
適
正
な
保
育
を
推

進
す
る
と
と
も
に
､
広
葉
樹
の
植
栽
や
複 ふ
く層 そ

う林 り
んへ
の
誘
導
な
ど
多
様
な
森
林
の
造
成
を
図

る
｡
ま
た
､
天
然
林
に
お
い
て
も
択 た
く伐 ば

つ施
せ

業 ぎ
ょ
うな
ど
に
よ
る
適
切
な
施
業
を
行
い
､
公
益
的

な
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
す
る
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
む
｡

キ
上
下
流
方
向
､
横
断
方
向
の
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
し
た
川
づ
く
り

�
上
下
流
方
向
､
横
断
方
向
の
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
す
る
と
と
も
に
､
周
辺
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
断
ち
切
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
｡

�
河
畔
林
を
保
全
す
る
と
と
も
に
､
連
続
性
の
確
保
に
努
め
､
森
と
川
と
海
を
結
ぶ
回

廊
と
な
る
よ
う
に
配
慮
す
る
｡

�
魚
類
等
の
遡
そ

上 じ
ょ
う・
降
下
に
影
響
の
あ
る
河
川
横
断
工
作
物
の
改
築
に
当
た
っ
て
は
構

造
を
見
直
し
､
森
と
川
と
海
の
つ
な
が
り
の
確
保
を
図
る
｡

ク
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
し
た
海
づ
く
り

�
海
岸
と
海
域
､
陸
域
､
河
川
な
ど
と
の
空
間
的
な
連
続
性
､
環
境
変
化
の
時
間
的
連

続
性
､
動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
や
多
様
性
及
び
変
動
性
に
留
意
す
る
｡

�
繁
殖
場
､
生
育
場
､
生
息
場
等
に
な
っ
て
い
る
多
様
な
場
を
確
保
す
る
と
と
も
に
､

そ
の
場
を
構
成
す
る
環
境
要
素
や
場
の
つ
な
が
り
を
適
正
に
維
持
す
る
｡

ケ
間 か
ん伐 ば

つ材 ざ
いを
利
用
し
た
川
づ
く
り

森
林
担
当
部
局
､
河
川
・
砂
防
事
業
担
当
部
局
は
､
お
互
い
に
連
携
し
て
間
伐
材
の
需

給
情
報
を
交
換
し
､
地
域
で
供
給
さ
れ
る
間
伐
材
を
有
効
利
用
し
｢森
を
育
む
川
づ
く
り
｣

を
推
進
す
る
｡

コ
川
づ
く
り
に
お
け
る
事
業
実
施
後
の
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

事
業
実
施
後
の
状
況
を
継
続
的
に
調
査
し
､
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
｡

14
15

行
わ
れ
､
良
好
な
海
岸
の
環
境
が
保
全
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
｡
ま
た
､
希
少
な
野
鳥
が

産
卵
す
る
場
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
､
特
に
産
卵
期
に
は
周
辺
の
環
境
に
配
慮
す
る
｡

ウ
種
差
海
岸
で
は
､
断
崖
海
岸
等
の
特
殊
な
立
地
に
見
ら
れ
る
植
物
群
落
が
数
多
く
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
の
群
落
と
生
育
環
境
を
保
全
す
る
た
め
､
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
､

河
川
監
視
員
､
種
差
海
岸
保
護
指
導
員
､
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
､
地
域
住
民
等
と
の
連
携
に
よ
り

巡
視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

エ
大
須
賀
浜
は
全
国
で
も
数
少
な
い
鳴
砂
海
岸
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
こ
の
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
､
関
係
機
関
や
住
民
参
加
に
よ
る
海
岸
清
掃
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
､
ゴ
ミ

投
棄
防
止
に
対
す
る
啓
発
を
図
る
｡

オ
種
差
海
岸
の
区
域
は
､
観
光
客
を
は
じ
め
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
､

行
政
と
地
域
住
民
が
連
携
し
て
､
海
岸
利
用
者
の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
､
適
正
な
海
岸
利
用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
､
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
・

協
力
の
体
制
づ
く
り
な
ど
を
図
り
､
美
し
く
快
適
な
海
岸
づ
く
り
を
進
め
る
｡

�
全
般
的
な
保
全
施
策

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
取
組
の
積
極
的
な
推
進

�
ふ
る
さ
と
の
水
辺
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に
よ
る
清
掃
活
動
な
ど
の
活
動
を
推
進
し
､
保

全
地
域
を
中
心
に
森
・
川
・
海
で
の
住
民
参
加
・
協
力
に
よ
る
保
全
に
取
り
組
む
｡

�
流
域
の
小
学
校
児
童
に
よ
る
環
境
学
習
と
連
携
し
､
清
流
管
理
指
針
の
水
生
生
物
調

査
・
水
質
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
､
地
域
住
民
等
と
連
携
し
な
が
ら
指
標
項

目
調
査
を
行
う
｡
ま
た
､
水
質
調
査
活
動
の
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り
､
生
活
排
水
対
策
等
に
対

す
る
普
及
啓
発
を
図
る
｡

�
地
域
住
民
等
と
行
政
が
協
働
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
等
を
行
う
な
ど
地

域
住
民
等
に
対
す
る
保
全
計
画
へ
の
理
解
と
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
｡

イ
民
間
団
体
等
の
自
発
的
活
動
の
促
進

�
調
査
研
究
の
推
進
を
図
る
た
め
､
民
間
団
体
等
に
対
す
る
各
種
助
成
制
度
や
関
係
情

報
の
提
供
等
を
行
う
｡

�
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演
会
､
学
習
会
の
開
催
な
ど
民
間
団
体
等
の
自
発
的
活
動
の
場

を
提
供
す
る
｡

ウ
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
支
援

ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
地
域
住
民
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
､
環
境
学
習
等
へ
の

支
援
を
行
う
｡

�
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
適
切
な
創
造

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
資
す
る
森
・
川
・
海
づ
く
り
に
当
た
っ
て

は
､
｢県
民
の
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
礎
と
な
る
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
を
守
り
､

こ
れ
を
揺
る
ぎ
な
い
形
で
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
｣
と
の
条
例
の
理
念
を
尊
重
す
る
｡

森
林
､
河
川
及
び
海
岸
の
一
体
的
整
備
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
行
う
際
に
は
､
新
井
田
川

流
域
の
過
去
を
考
察
し
な
が
ら
､
で
き
る
限
り
自
然
の
状
態
を
維
持
し
､
か
つ
て
の
新
井
田

川
流
域
に
近
づ
く
よ
う
に
次
の
と
お
り
取
り
組
む
｡

ア
も
と
も
と
の
姿
を
参
考
と
し
た
森
・
川
・
海
づ
く
り

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
は
､
人
と
自
然
が
調
和
の
取
れ
た
状
態
で
共
存
し
て
い
る
貴

重
な
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
創
造
す
る
際
に
は
も
と
も
と
の
森
や
川
や
海
の
自
然
の
持
続
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16

サ
森
・
川
・
海
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
確
保

�
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
地
域
住
民
が
森
・
川
・
海
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
､
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
や
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
自
然
体
験
の
場
､
遊
び
の
場
､
憩

い
・
や
す
ら
ぎ
の
場
､
交
流
の
場
を
創
出
す
る
｡

�
誰
も
が
安
全
に
川
辺
や
海
辺
に
近
づ
き
､
身
近
に
自
然
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
整
備
を
推
進
す
る
｡

�
施
設
整
備
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
､
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
｡

３
森
・
川
・
海
の
維
持
・
管
理
に
関
す
る
事
項

�
現
地
で
の
維
持
管
理
内
容

ア
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
巡
視

ふ
る
さ
と
環
境
守
人
は
､
巡
視
の
日
時
､
区
域
､
経
路
及
び
方
法
を
設
定
し
､
巡
視
す

る
｡

イ
報
告
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
は
､
無
届
特
定
行
為
や
森
・
川
・
海
の
保
全
に
支
障
を
及
ぼ
す
事

態
と
い
っ
た
問
題
発
生
を
発
見
・
通
報
す
る
と
と
も
に
､
保
全
地
域
の
状
況
を
記
録
し
､

県
(河
川
砂
防
課
長
)
に
報
告
す
る
｡

ウ
問
題
発
生
時
の
対
応

問
題
発
生
時
は
､
連
絡
窓
口
か
ら
森
・
川
・
海
の
管
理
担
当
関
係
機
関
に
対
し
て
連
絡

を
行
い
､
管
理
担
当
機
関
が
現
場
で
対
応
す
る
｡

�
現
地
管
理
体
制
と
役
割
分
担

４
管
理
上
必
要
な
保
全
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

保
全
地
域
標
示
看
板
の
設
置

標
示
看
板
に
は
､
保
全
地
域
の
名
称
､
保
全
地
域
の
範
囲
､
保
全
地
域
の
特
質
及
び
特
定
行

為
の
内
容
を
表
示
す
る
こ
と
と
し
､
必
要
に
応
じ
て
生
息
す
る
生
物
等
の
写
真
等
を
表
示
す
る
｡

 
  

 
 

 

  

  

 

 
 

 

 


